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平成11年度通常総会

新会長に大塚博美氏を選出

大塚新会長はじめ理事たち

平
成
十

一
年
度
通
常
総
会
が
五
月
十
五

日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京

ｏ
九
段
南
の
九

段
会
館
で
開
か
れ
た
。
総
会
に
は
、
会
員

百
四
十

一
人
が
出
席
、
①
平
成
十
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算

。
財
産
目
録
承
認

の
件
②
平
成
十

一
年
度
事
業
計
画
案
及
び

収
支
予
算
案
承
認
の
件
③
平
成
十

一
年
度

役
員
及
び
評
議
員
改
選
の
件
④
平
成
十

一

年
度
除
籍
者
の
件
―
に
つ
い
て
慎
重
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し

た
。
新
会
長
に
は
大
塚
博
美
氏
が
選
出
さ

れ
た
。
（事
業
報
告
等
の
内
容
は
別
掲
）

■
会
長
報
告

百
周
年
事
業
の
準
備
進
む

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
斎
藤
惇
生
会
長

は
、
平
成
十
年
度
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

あ
ら
ま
し
次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

「昨
年
度
の
総
会
で
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
登
山
隊
の
登
頂
連
絡
を
待
ち
わ
び

て
い
る
と
報
告
し
た
。
登
頂
は
し
た
が
、

犠
牲
者
を
出
し
た
。
反
省
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
の
建
設
資

金
の
募
金
で
は
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
ネ
パ
ー
ル
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
は
百
三

十
四
人
の
参
加
を
得
て
大
盛
況
だ

っ
た
。

＞

晩
餐
会
で
は
第

一
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

　
い

を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
山
岳
会
長
や
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
夫
妻
ら
の
来

訪
を
受
け
る
な
ど
海
外
と
の
交
流
も
活
発

だ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
む
け
て
の
カ
ナ

ダ

・
ア
ル
バ
ー
タ
峰
の
日
加
合
同
登
山
ま

た
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
の
計
画
も
意
欲
的
に
順

調
に
進
ん
で
い
る
。
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス

ム
峰
へ
の
登
山
は
、
ブ
ー
タ
ン
政
府
の
意

向
で
延
期
に
な
っ
た
が
、
同
じ
山
域
の
リ

ャ
ン
カ
ン

・
カ
ン
リ
峰
に
日
本
山
岳
会
と

は
独
立
し
た
隊
を
編
成
し
て
登
頂
、
成
功

し
た
。
学
生
部
は
ブ
ー
タ
ン
に
挑
戦
。
二

〇
〇
五
年
の
創
立
百
周
年
に
向
け
て
の
活

動
も
活
発
で
あ
り
、
岐
阜
支
部
が
主
管
す

る

「新
日
本
山
岳
志
」
の
編
纂
、
ま
た
青
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森
支
部
の
提
案
で
白
神
山
地
の
プ
ナ
植
林

計
画
が
進
ん
で
い
る
。
上
高
地

・
山
岳
研

究
所
に
ミ
ニ
水
力
発
電
所
を
建
設
す
る
事

業
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
」。

■
事
業
報
告

・
収
支
決
算

会
費
納
入
率
九
五
％
の
高
率
を
維
持

こ
の
日
の
総
会
に
は
二
千
五
百
四
十
三

の
委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
三
月
末
の
会

員
は
五
千
八
百
六
十
五
人
で
あ
り
、
出
席

者
と
合
わ
せ
る
と
、
会
員
の
三
分
の

一
を

上
回
っ
た
。
議
事
録
の
署
名
人
に
は
鴫
原

一
男
、
堀
嘉
余
子
両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

平
成
十
年
度
の
事
業
報
告
は
絹
川
祥
夫

総
務
担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算
及
び
財

産
目
録
に
つ
い
て
は
吉
永
英
明
財
務
担
当

常
務
理
事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

［事
業
報
告
］
事
業
活
動
は
国
内
外
と
も

活
発
だ
っ
た
。
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
偵

察
隊
、
ネ
パ
ー
ル
で
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
植
林
、

マ
レ
ー
シ
ア
山
岳
協
会
や
中
国
登
山
協
会

と
の
交
流
な
ど
。
そ
し
て
国
内
で
は
九
月

に
秋
田
で
全
国
支
部
懇
談
会
が
開
か
れ
、

百
六
十
人
を
超
え
る
参
加
が
あ
っ
た
。
中

高
一年
対
策
と
し
て
集
会
委
一員
会
が
山
歩
き

を
実
施
し
、
会
報

「山
」
で
特
集
を
掲
載

し
た
。
科
学
委
員
会
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
い
た
。
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
建
設
の
た

め
の
募
金
は
千
三
百
四
十
万
円
に
達
し
た
。

［収
支
決
算
等
］
収
支
決
算
は
、
収
入
が

九
千
四
百
八
十

一
万
円
と
な
り
、
予
算
を

千
三
百
二
十
三
万
円
、　
一
六

・
三
％
上
回

っ
た
。
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
補
助
金

収
入
が
八
百
五
十
二
万
円
あ
っ
た
た
め
だ
。

内
訳
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
植
林

に
対
す
る
環
境
事
業
団
環
境
基
金
か
ら
の

三
百
九
十
万
円
、
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム

登
山
隊
に
対
す
る
読
売
新
聞
社
か
ら
の
四

百
六
十
二
万
円
。

会
費

・
入
会
金
は
七
千
三
百
五
十
七
万

円
で
、
収
入
全
体
の
七
六

・
五
％
占
め
た
。

会
費
納
入
率
は
九
五
％
と
高
い
率
を
維
持

し
て
い
る
。
入
会
は
三
百
三
十
五
人
だ

っ

た
。
予
定
を
若
干
下
回
っ
た
。
そ
の
他
事

業
収
入
は
ネ
ク
タ
イ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
等
の
い

わ
ゆ
る
グ
ッ
ズ
販
売
収
入
だ
が
、
経
済
情

勢
を
反
映
し
て
か
、
あ
ま
り
売
れ
な
く
な

っ
た
。
山
研
使
用
料
収
入
は
三
百
三
十
八

万
円
。　
一
千
人
以
上
の
利
用
を
予
定
し
た

が
、
群
発
地
震
と
長
雨
の
影
響
で
六
百
三

十
六
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

支
出
は
九
千
五
百
九
十
四
万
円
で
予
算

を
千
四
百
五
十
八
万
円
上
回
っ
た
が
、
調

査
研
究
費
と
し
て
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ャ
ク
ナ

ゲ
植
林
お
よ
び
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム
登

山
偵
察
隊
の
派
遣
が
含
ま
れ
る
。
運
営
管

理
費
の
な
か
で
予
算
と
大
き
く
違
っ
た
も

の
は
そ
の
他
管
理
費
だ
が
、
こ
れ
は
パ
ソ

コ
ン
を
購
入
し
た
た
め
だ
。
二
〇
〇
〇
年

に
対
応
す
る
た
め
で
三
百
二
十
二
万
円
の

支
出
。
八
月
か
ら
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
で
会

員
生目
理
を
行
う
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
当
期
収
支
は
百
十
三

万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
が
、
正
味
財
産
は
、

「百
周
年
」
や
山
研
修
理
費
の
た
め
の
積

み
立
て
を
増
や
し
た
結
果
、
六
百
十
三
万

円
増
の
三
億
九
千
九
十
九
万
円
と
な
っ
た
。

財
産
の
運
用
に
つ
い
て
、
吉
永
常
務
理

事
か
ら

「
二
年
後
に
銀
行
預
金
の
ペ
イ
オ

フ
が
始
ま
る
。　
一
千
万
円
を
超
え
る
預
金

は
保
護
さ
れ
な
い
。
財
産
を
ど
の
よ
う
に

管
理
し
て
い
く
の
か
、
み
な
さ
ん
の
知
恵

を
借
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
」
と
の
発
言

が
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
石
橋
正
美

・
神
崎
忠
男

両
監
事
か
ら
収
支
計
算
書
等
が
正
確
妥
当

で
あ
り
、
さ
ら
に
理
事
の
業
務
執
行
が
誠

実
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告

が
あ
っ
た
。

■
事
業
計
画

・
収
支
予
算

白
神
山
地
で

「体
験
造
林
業
」
調
査

平
成
十

一
年
度
の
事
業
計
画
案

・
収
支

予
算
案
に
つ
い
て
も
絹
川
常
務
理
事
、
吉

登ヽ
吊
務
理
事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

主
な
事
業
計
画
は
、
①
山
研
で
ウ
エ
ス

ト
ン
特
別
展
を
開
催
②
ネ
パ
ー
ル
の
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
植
林
の
継
続
実
施
③
白
神
山
地
で

「体
験
造
林
業
」
調
査
の
実
施
④
第
十
次

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観
測
の
実
施
⑤
学
生

部
の
日
中
学
生
合
同
登
山
⑥
十

一
月
中
旬

に

「中
高
年
の
高
所
登
山
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
」
開
催
〔
）イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
本
格
活
動
③
第
二
回
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
の
表
彰
⑨
山
研
に
ミ
ニ
水
力
発

電
を
設
置
―
な
ど
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象

観
測
の
登
山
は
今
年
度
で
打
ち
切
リ
デ
ー

タ
解
析
に
は
い
る
。
日
中
学
生
合
同
登
山

は
九
～
十
月
の
予
ハ弓

第
二
回
秩
父
宮
記

念
山
岳
賞
は
七
月
末
に
応
募
を
締
め
切
る
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
は
収
支
均
衡
型

を
貫
き
、
前
年
度
予
算
比
百
七
十
七
万
円

増
の
八
千
三
百
三
十
五
万
円
と
し
た
。
会

費

・
入
会
金
収
入
が
総
収
入
の
八
五
％
を

占
め
る
。
一畢
業
収
入
は
、
広
告
料
金
収
入

を
同
百
十
万
円
増
、
山
研
利
用
料
収
入
を

同
十
七
万
円
増
と
し
た
。
支
出
で
ふ
や
し

た
の
は
、
会
報
増
ペ
ー
ジ
の
た
め
の
出
版

費
、
支
部
会
員
増
に
対
応
し
て
の
支
部
関

係
費
、
名
簿
作
成
の
た
め
の
印
刷

・
製
本

一質
な
ど
。

■
役
員
改
選

・
報
告
事
項

秋
田
な
ど
三
支
部
長
の
交
代
を
紹
介

活
発
な
質
疑
応
答
の
あ
と
、
各
議
案
を

承
認
。
役
員

・
評
議
員
の
改
選
に
移
っ
た
。

理
事
と
監
事
は
評
議
員
か
ら
、
評
議
員
は

理
事
か
ら
推
薦
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
推
薦
者
を
大
き
な
拍
手
で
も

っ
て
承
認
し
た
。
こ
の
結
果
、
会
長
が
交

代
、
理
事
と
評
議
員
の
ほ
ぼ
半
数
が
そ
れ

ぞ
れ
に
入
れ
替
わ
っ
た
。

平
成
十

一
年
度
の
除
籍
対
象
者
は
五
十

五
人
で
、
昨
年
度
と
同
じ
。
会
費
を
二
年

間
滞
納
し
た
人
が
対
象
と
な
る
。
実
際
の

除
籍
者
は
、
昨
年
度
は
三
十
八
人
だ
っ
た
。

前
々
年
度
の
五
十
七
人
、
前
」年
度
の
四
十

人
よ
り
減

っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
、

(2)
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知
人
に
声
を
か
け
会
費
を
納
め
て
留
ま
る

よ
う
勧
め
て
欲
し
い
と
い
う
要
請
が
あ
っ
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
支
部
長
の
交
代
が
紹

介
さ
れ
た
。
新
支
部
長
は
次
の
と
お
り
。

秋
田
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
兼
治

山
形
　
　
　
　
　
　
木
村
喜
代
志

広
島
一　
　
　
　
　
　
　
一十
位
　
　
剛

■
新
会
長
挨
拶

多
彩
な
会
員
活
動
を
支
援

議
事
終
了
の
あ
と
、
新
役
員

・
評
議
員

が
紹
介
さ
れ
、
大
塚
博
美
新
会
長
は

「日

本
山
岳
会
は
、
ふ
と
こ
ろ
が
深
い
ク
ラ
ブ

で
あ
る
。
人
材
は
豊
富
で
あ
り
、
し
か
も

質
が
い
い
。
世
界
で
も
珍
し
い
ア
ル
パ
イ

ン
ク
ラ
ブ
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
る
。

創
立
百
年
に
向
け
て
、
多
く
の
会
員
の
多

彩
な
活
動
を
支
援
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

斎
藤
惇
生
会
長
は
、
退
任
に
あ
た
っ
て

次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

「日
本
山
岳
会
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
を
考
え
、
若
い
人
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
、
中
高
年
の
皆
さ
ん
に
対
し
て

は
安
全
登
山
と
と
も
に
パ
イ
オ
ニ
ア
ワ
ー

ク
を
実
践
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
。

日
本
山
岳
会
は
、
残
念
な
が
ら
、
伝
統
的

に
指
導
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
が
、
こ

の
考
え
を
改
め
意
欲
的
な
登
山
に
も
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

前
会
長
か
ら
は
三
つ
の
宿
題
を
い
た
だ

い
た
。
そ
の
う
ち
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
、

ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
の
建
設
募
金
は
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
得
て
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
も
う
ひ
と
つ
の

「山
岳
博
物
館
」

の
建
設
は
前
進
し
な
か
っ
た
。

日
本
人
が
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
山
を
忘

れ
て
し
ま
っ
て
は
民
族
が
滅
び
て
し
ま
う
。

探
検
精
神
を
発
揮
し
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
。
こ
れ
に
日
本
山
岳
会
が
大
き
な

力
を
も
つ
て
い
け
た
ら
と
田
や
つ
」

■
懇
親
会

総
会
終
了
後
、
午
後
四
時
か
ら
隣
室
で

懇
親
会
を
開
い
た
。
織
内
信
彦
名
誉
会
員

が

「新
旧
会
長
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も

に
す
べ
て
の
会
員
の
発
展
を
祈
念
し
た

い
」
と
音
頭
を
と
つ
て
乾
杯
し
、
和
や
か

な
歓
談
を
続
け
た
。
五
時
半
散
会
。

■
質
疑
応
答

山
研
利
用
の
活
性
化
を
図
る

柴
田
篤
志
会
員
　
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
し

た
と
説
明
さ
れ
た
が
、
備
品
の
新
規
取
得

は
な
か
っ
た
と
も
説
明
さ
れ
た
。

吉
永
英
明
常
務
理
事
　
パ
ソ
コ
ン
は
リ

ー
ス
に
し
た
。
三
百
二
十
二
万
円
の
支
出

は
大
き
い
よ
う
だ
が
、
ソ
フ
ト
を
含
め
て

の
支
出
で
あ
る
。

木
名
瀬
亘
会
員
　
山
研
維
持
の
た
め
減

価
償
却
の
形
で
建
設
資
金
を
積
み
立
て
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

吉
永
常
務
理
事
　
公
益
法
人
に
と

っ
て

減
価
償
却
の
制
度
は
な
じ
ま
な
い
。
し
か

し
、
将
来
の
改
築
等
に
備
え
て
昨
年
度
か

ら
百
万
円
ず
つ
積
み
立
て
る
こ
と
に
し
て

い
る
。

柴
田
会
員
　
海
外
登
山
補
助
金
に
関
連

し
て
、
募
金
の
取
り
扱
い
は
厳
正
か
。
好

ま
し
く
な
い
風
評
が
あ
る
。

小
倉
茂
暉
副
会
長
　
風
評
は
事
実
無
根

だ
ろ
う
。
吉
永
常
務
理
事
が

「理
事
と
い

え
ど
も
現
金
に
は
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し

て
き
た
」
と
報
告
し
た
よ
う
に
、
間
違
い

が
起
こ
ら
な
い
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

石
田
稔
郎
会
員
　
自
然
保
護
委
員
会
な

ど
委
員
会
活
動
が
活
発
で
あ
り
、
こ
れ
は

望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
委
員
会
が

主
催
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
催

し
も
あ
り
、
け
じ
め
を
つ
け
た
い
。

小
倉
副
会
長
　
委
員
会
の
活
動
は
日
本

山
岳
会
が
主
催
し
て
行

っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
委
員
会
は
こ
れ
を
主
管
し
て
い
る

と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

石
田
会
員
　
年
次
晩
餐
会
の
出
席
者
名

簿
に

「支
部
首
都
圏
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。
首
都
圏
支
部
は
な
い
の
だ
か
ら
、
改

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

小
倉
副
会
長
　
在
住
を
表
す
た
め
に
便

宜
上
、
首
都
圏
と
記
載
し
て
い
る
。
在
住

を
表
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
し

た
い
。

山
田
二
郎
元
会
長
　
ル
ー
ム
の
な
か
で

借
り
て
い
る
部
分
を
買
い
取
っ
て
は
ど
う

か
。
そ
の
よ
う
な
形
で
財
産
を
管
理
す
る

方
法
も
あ
る
。

吉
永
常
務
理
事
　
二
年
に

一
回
契
約
更

改
す
る
際
に
買
い
取
る
考
え
の
あ
る
こ
と

を
申
し
入
れ
て
い
る
。

山
田
元
会
長
　
ガ
ン
カ
ー

・
プ
ン
ス
ム

登
山
の
た
め
に
読
売
新
聞
社
か
ら
助
成
金

を
い
た
だ
い
た
と
い
う
報
告
が
あ

っ
た
が
、

延
期
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
返
済
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

斎
藤
惇
生
会
長

・
吉
永
常
務
理
事
　
実

は
三
千
万
円
の
助
成
金
を
い
た
だ
い
た
。

中
止
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
お
返
し
し
た
い

と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
偵
察
隊
の
費
用
は

実
際
に
か
か
っ
た
の
だ
か
ら
受
け
取
っ
て

欲
し
と
い
わ
れ
た
。
四
百
六
十
二
万
円
は
、

そ
の
費
用
で
あ
る
。

柴
田
会
員
　
山
研
使
用
料
を
ど
の
よ
う

　
＞

に
し
て
ふ
や
す
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

坂
本
正
智
山
研
運
営
担
当
理
事
　
山
研

の
利
用
者
は
平
均
し
て
年
間
八
百
人
ぐ
ら

い
。
会
員
全
体
の
一
割
く
ら
い
し
か
利
用

し
て
い
な
い
現
状
だ
。
基
本
的
に
は
会
員

の
施
設
な
の
だ
か
ら
、
も

っ
と
利
用
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、
利
用
を
ふ
や
す
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
考
え
て
い
る
。
ウ
エ

ス
ト
ン
特
別
展
を
開
催
す
る
ほ
か
、
各
支

部

・
委
員
会
等
の
協
力
を
得
て
写
真
展
等

を
開
催
、
ま
た
登
山
教
室
や
写
真
教
室
を

実
施
し
、
そ
の
際
に
山
研
を
利
用
し
て
い

た
だ
く
。
さ
ら
に
利
用
料
を

一
部
改
定
し
、

た
と
え
ば
会
員
の
配
偶
者
も
会
員
と
同
じ

に
す
る
こ
と
と
し
た
。

柴
田
会
員
　
山
研
の
利
用
料
の
徴
収
は
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厳
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

坂
本
理
事
　
当
番
が
実
際
の
利
用
者
名

簿
と
料
金
徴
収
の
状
況
を
丹
念
に
チ
ェ
ツ

会
長
就
任
に
際
し
て

―
古
き
の
れ
ん
に
活
力
を
―

本
年

五
月
、

平
成
十

一
年
度

通
常
会
員
総
会

に
お
い
て
皆
さ

ま
の
ご
推
挙
を

い
た
だ
き
、
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

入
会
以
来
五
十
年
に
な
り
ま
す
が
、
長

い
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
会
長
職

に
就
く
と
い
う
こ
と
は
誠
に
光
栄
な
こ
と

と
、
驚
き
、
悦
び
、
緊
張
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
私
が
今
日
ま
で
長
く
会
に
在
籍
で

き
た
の
は
、
多
く
の
先
輩
、
友
人
、
会
員

諸
兄
姉
の
温
か
い
励
ま
し
や
、
友
情
の
賜

物
と
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
誰
に
も
増
し
て
幸
運
に
恵
ま
れ
、
い

く
つ
か
の
大
き
な
登
山
を
経
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
私
が
会
か
ら
授

か
っ
た
貴
重
な
体
験
で
あ
り
財
産
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
事
に
わ
た
っ
て
恐
縮
で
す
が
、
故
人

に
な
ら
れ
た
槙
さ
ん
、
松
方
さ
ん
、
今
西

（壽
）
さ
ん
ら
大
先
輩
の
膜
尾
に
接
し
、

登
山
に
同
行
で
き
た
こ
と
が
そ
の
最
大
の

ク
し
間
違
い
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。

（写
真

・
村
井
葵
、
文

・
高
橋
重
之
）

大
塚
　
博
美

も
の
だ
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
は
山
好
き
な
個
々
人
が
集
ま

っ

て
成
立
し
て
い
る
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
で

す
か
ら
、
山
に
登
る
こ
と
を
中
心
に
、
山

に
関
す
る
自
然
科
学
、
文
化
活
動
を
行
う

と
こ
ろ
で
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
会
の
運

営
を
任
さ
れ
た
理
事
、
評
議
員
は

『ク
ラ

ブ
サ
ー
バ
ン
ト

（会
に
奉
仕
す
る
者
）
』

の
立
場
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
こ
の
思
い

に
徹
し
て
任
期
中
重
責
を
果
た
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
数
も
や
が
て
六
千
人
に
も
達
す
る

現
在
、
多
士
済
済
の
会
員
構
成
は
壮
観
で

会
の
誇
り
で
あ
り
財
産
で
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
会
長
は
じ
め
理
事
、
評
議

員
の
第

一
の
仕
事
は
、
こ
れ
ら
会
員
の
活

動
―
高
峰
を
目
指
す
厳
し
い
登
山
か
ら
、

科
学
、
文
化
教
養
面
の
知
的
な
チ
ヤ
レ
ン

ジ
ー
が
行
い
や
す
い
環
境
作
り
と
、
そ
の

支
援
を
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

前
会
長
の
バ
ト
ン
を
リ
レ
ー
し
て
し
つ

か
り
と
そ
れ
ら
を
継
承
し
て
行
く
つ
も
り

で
す
。

私
の
任
期
は
来
る
べ
き
創
立
百
周
年

（二
〇
〇
五
年
）
の
活
動
に
向
け
て
の
土

台
づ
く
り
の
期
間
と
位
置
づ
け
、
ま
た
会

員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
手
段
と
し
て

月
刊
会
報

「山
」
に
重
点
を
置
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
海
外
と
の
交
流
も
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
を
積
極
的

に
活
用
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
年
報
の

「山
岳
」
は
会
の

歴
史
と
し
て
の
最
重
要
性
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
と
と
も
に
楽
し
い
ク
ラ
ブ
ラ
イ

フ
を
目
指
し
、
ア
グ
レ
ツ
シ
ブ
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
で
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
念

願
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
叱
正
の
ほ
ど
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
平
成
十

一年
度
理
事
・監
事
・評
議
員

〈
バ
三
Ｘ

副
会
長

同同
理
事

（カ
ッ
コ
内
は
担
当
）

（学
生
部

・
指
導
）
　

宮
崎

（会
報
編
集
）
　
　
　
村
井

（山
研
）　
　
　
　
　
坂
本

（集
会
）　
　
　
　
　
勝
山

（医
療

・
海
外
）
　

　

増
山

（科
学
研
究
）
　
　
　
森

（フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

ｏ
資
料
）

鯵
坂

竹 大 小 大
内 森 倉 塚

哲 薫 茂 博
夫 雄 暉 美

再 再 再 新

絋

一　
再

葵

再

正
智

再

康
雄
　
再

茂

再

武
昭
　
再

青
青
　
再

（自
然
保
護
）

（財
務
）

（山
岳

ｏ
百
年
史
）

（図
書
）

（総
務
）

（
同

）

（高
所
）

（青
年
部
）

（指
導

・
遭
難
対
策
）

監
事同

評
議
員

専;i雷 東量裏1課 果逼客暴聾窯嵩早果

進奨存誘昇||:曇 裏李壽充賓昇武詮霜爺

幕寿i:陰 果奔層再早雇

'1響

戸女                      騨青̂

之  忠 尚  広 三 政 啓  龍 一
助 保 男 之 篤 志 平 晃 三 宏 一 郎

平
山
　
善
吉

中
村
　
純
二

芳
賀
　
孝
郎

新 新 新 新 新 新 新 新 新 再 再 再 再 再 再 再 再 再 再 再 新 再 新 新 新 新 新 新 新 新 新

(4)
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10月 16日  第 6回 山を語る (図書)          本会

10月 17～ 18日  キノコ山行 (集会)    小白森山・二岐山

10月 18日  カナダ山岳会会長モーティマー氏来日 (海外)本会

10月 21日  アルバータ峰プロジェクト2000年 打ち合わせ (海外)

本会

10月 23～ 25日  岩登り技術研修会 (遭難対策。指導。青年 0学生)

文部省登山研修所

10月 13日 ～11月 17日  ガンカー・プンスム偵察 (高所)

10月 30日 ～11月 4日  カナダ山岳会年次総会 0晩餐会出席 (海外)

10月 31日 全国山岳博物館連絡会議 (資料)      本会

11月 7日 秋季新入会員オリエンテーション (総務)  本会

11月 8日  マラソン大会 (学 生)         皇居外苑

11月 10日  アメリカ山岳会元会長クリンチ氏来日歓迎会 (海外)

うすけぼ―

11月 14～ 15日  自然保護全国集会 自然観察山行 芦生の森

(自 然保護)              美山町

11月 14～ 15日  大学山岳部監督会議 (学生)奥三河、山びこの丘

11月 19日  上高地山研ミニ水力発電実行委員会発足 (科学 0山研)

本会

11月 26日  ブータン登山隊報告会 (学生)       本会

11月 26日  第27回 山岳史懇談会 (図書)        本会

11月 29日 昭和山岳会創立60周 年チョモランマ登頂報告・祝賀会

(高所)          品川プリンスホテル

11月 30日  ガンカー・プンスム偵察隊報告会 (高所)  本会

12月 5日  支部長会議 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 5日 年次晩餐会 (総務)    新高輪プリンスホテル

12月 11日  第 7回山を語る (図書)          本会

12月 17日  雪崩研究会 (学生)            本会

1月 9～ 10日  総務委員会ウインターセミナー (総務) 富士学園

1月 15～ 17日  スキー懇親会 (集会)     白馬八方尾根

1月 15～ 17日  雪崩ビーコンゾンデ講習会 (学生) 栂池高原

1月 20～ 21日  白神現地調査打ち合わせ (自 然保護)青森支部

1月 22日  「クロスピーク登頂」報告会 (海外)    本会

1月 23日 青年部OB・ 現役委員懇親新年会 (青年)ク リオース

1月 30～ 2月 1日  アイスクライミング研修会 (遭難対策・指

導・青年・学生)         赤岳鉱泉周辺

2月 6日  中国登山協会代表団歓迎夕食会 (高所・海外)

芳蘭亭

2月 11日  中国登山協会代表団歓送会 (高所)

ホテルシーサイド江戸川

2月 27～ 28日 全国支部事務局担当者会議 (総務)

九段会館 0本会

3月 13～ 14日  自然観察山行忍野ハリモミ原生林 (自 然保護)

忍野村

3月 27日  春期新入会員オリエンテーション (総務)  本会

(B)研究会・講演会

5月 25～ 26日  国際山岳救助。医療 0技術研究セミナー (医療)'固 沢

6月 24日  中国登山研究会 (高所)          本会

6月 30日  中国登山研究会 (高所)          本会

11月 20日  高所での酸素使用をめぐるセミナー (医療) 本会

11月 27日  「ヒマラヤ登山を語る」山田二郎元会長講演会

(高所・青年)               本会

1月 29日 医療委員会研究会 (医療)         本会

2月 16日  ガンカー・プンスム登山のタクテイクスについて」

研究会 (高所)              本会

(社 )日 本山岳会平成10年度事業報告書
1998。 4。 1～ 1999。 3.31

。登山の指導と奨励に必要な集会、研究会、講習会および展覧会

の開催

(A)集会

4月 9日 学生部総会 (学生)            本会

4月 10～ 12日  中上級山岳スキー研修会 (指導) 白馬岳周辺

4月 18～ 19日  探索山行「フォッサマグナ西縁の山の地形を探る」

(科学)               長坂町他

4月 28日  チョモランマ/サガルマータ交差縦走10周年記念の会

(高所)               明治記念館

5月 8～ 10日  中国登山協会表敬訪問 (高所)

5月 9日 第 5回古道を歩く (図書)      秩父顔振峠

5月 16日  支部長会議 (総務)       グリーンホテル

5月 16日  通常総会 (総会)        グリーンホテル

5月 17日  カンチェンジュンガ登山隊道難事故発生 (青年)

5月 21日  カンチェンジュンガ登山隊遺族事情説明会 (青 年)

本会

5月 24～ 25日  若葉会山行 (集会)         虎毛山

5月 23～ 24日  第 3回登山と高所環境に関する国際医学会議

(医療)                松本

6月 4～ 5日 新会員のための「ウエストン祭と焼岳登山」(山研)

上高地

6月 12日  中高年登山講座 (集 会)          本会

6月 12日  小川山集会 (学生)        奥秩父小川山

6月 18日  マレーシア山岳会会長歓迎会 (海外)    本会

6月 18日  チベット連続講座 1(海外)        本会

6月 21日  中高年登山講座 (集 会)          本会

6月 23～ 24日  白神現地調査 植林等 (自 然保護) 自神山地

6月 26日 委員会・同好会・同期会連絡会議 (総務)  本会

6月 30日  チベット連続講座 2(海外)        本会

7月 9日 チベット連続講座 3(海外)        本会

7月 11日  日本ヒマラヤ協会登山隊壮行会 (高所)   池袋

7月 11日  カンチェンジュンガ登山隊遭難報告・追悼会 (青年)

本会

7月 16日 「夏山気象入門」(科学)          本会

7月 17日  チベット連続講座 4(海外)        本会

7月 22日  ボナッテイ氏夫妻招聘委員会 (海外)    本会

8月 3～ 10月 18日  上高地山研「自然エネルギー展」 (科学 0

資料・山研)              _ll高 地

8月 5日 名誉会員を囲む会 (総務)         本会

9月 2日  ボナッテイ氏夫妻招聘委員会 (海外)    本会

9月 18日  ボナッテイ氏夫妻歓迎会 (海外)  国際文化会館

9月 19～ 20日 全国支部懇談会 (総務)     秋田・男鹿

9月 25日 原田達也委員を偲ぶ会 (海外)   岸記念体育館

9月 26～ 27日  山研プチ・オータムコンサート (山研) 上高地

10月 2日  ボナッテイ氏夫妻 0イ タリア大使夫妻と昼食会 (海外)

イタリア大使館

10月 2日  ボナッテイ氏夫妻来室 (海外・高所)    本会

10月 3～ 4日  自然観察山行 赤沢自然休養林 (自 然保護)

木曾上松町

10月 5024日 陣馬山撮影会 (フ イルムビデオ)   陣馬山

10月 12～ 14日  白神現地調査打ち合わせ (自 然保護)青 森営林局

10月 13日  カンチェンジュンガ登山隊遭難検討会 (青年)

代々木オリンピックセンター

(5)
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備考予 算 額 決 算 額 差  異科   目

憂)0,000

△  180,000

△ 1,177,000

△ 1,200,000

△ 2,077,000

△ 105,0田

△    43,305

△  180,900

2,545,150

998,840

3,214,702

△ 8,527,743

△    54,731

△  845,446

△  900,177

0

△ 4,973,380

28,467

Ic収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会 費 。入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費・入会金収入計

3.事 業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物頌布収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入

4.補 助 金 等 収

6.雑  収

受 取 利

雑  収

雑 収 入

7.特定預金取崩収入

退職給与引当預金取崩収入

又

又

又

　

入

１

１

１

収

Ｌ

金

金

金

‥
制

助

付

付

金

仕

補

寄

寄

募

寄

計

入

入

入

入

入

計

入

息

入

計

80,(X〕0

5,000,000

0

65,500,000

0

70,500,000

1,ⅨЮ,000

2Q000

200,000

4,300,000

3,38Q000

9,&Ю,000

700,000

500,000

1,200,000

0

4520,000

1",000

66,677,000

1,200,000

72,577,000

2,005,083

63,305

380,900

1,754,850

2,381,160

6,585,298

8,527,743

754,731

1,345,446

2,100,177

4,973,380

51,533

81,580,()00

16,234,332

94,815,131

16,234,332

△13,235,131

0

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計  (B) 97,814,332 111,“9,463 △13,235,131

収 支 計 算 書
平成10年 4月 1日 から平成11年 3月 31日 まで

2「読売新聞社

環境基金」助成金 ¥3,900,000

ガンカー 0プンスム登山隊」助成金 ¥4,627,743

2月 20日  「ヒマラヤと高度障害について」村井葵氏講演会

(高所・青年)               本会

2月 24日  「数値図の見方」田代博 0小堀昇氏講演会 (科学)本 会

(C)シ ンポジウム

5月 23～ 24日  第18回 日本登山医学シンポジウム (医療) 松本

9月 19日  火山ガスシンポジウム (科学)     法政大学

9月 23日 高山植物の保護と盗掘防止を考える (自 然保護)

東京全電通ホール

11月 28日  科学的にとらえた中高年登山シンポジウム (科学)

明治大学

3月 13～ 14日  自然保護シンポジウム「富士山の自然を考える」

(自 然保護)            山梨県忍野村

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フイルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

4。 自然保護活動の推進

*自 然保護委員会による自然保護指導者の養成のための「山の自

然学講座」 (都 内と現地約20日 )

*自 然保護委員会会報「木の芽草の芽」隔月刊行

*ネ パール・シバプリにおけるラリグラス植林

5。 機関紙等の発行

*「山岳」第93年 (1998)号 の発行

*会報「山」第635～ 646号 の発行

6。 国内および外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日 山協、都岳連、日本ネパール協会、日本ヒマ

ラヤ協会、HAT一 J、 その他)と の密接な連絡

*海外登山団体との機関紙の交換および情報誌の購入

7.海外登山

*5月 28 El～ 6月 20日  第 9次マッキンリー気象観測機器設置登

山隊派遣 (科学研究)

*3月 15日 ～ カンチェンジュンガ登山隊 (青年)

*10月 3日 ～11月 7日  ブータンヒマラヤ登山隊 (学生)

*11月 17日 ～ ガンカー・プンスム偵察隊 (高所)

*11月 20～ 28日  ネパール観光年記念 JACネ パール・ トレッキ

ング (参加者124名 )

8。 表彰事業

*第 1回秩父官記念山岳賞の授賞 (12月 )

第 1回受賞者 三枝礼子 薬師義美

9.その他目的を達成するために必要な事業

*新刊図書目録資料調達

*山岳図書の整備

*ネ パール・ポカラ国際山岳博物館建設資金募金

*そ の他

1

の
　
　
　
理

究
　
　
係

出

業

版

管

研

導

関

書

査

　

部

・
事

出

図

調

指

支

Ⅱ

ｌ
．

費

計

費

当

搬

費

理

手

運

　

管

・

信

業

営

料

通

事

運

給

海 外 諸 関 係

山岳研究所運営費

海外登山補助費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

文具・消耗品費

印 刷 ・ 製 本 費

旅 費 0交 通 費

10,680,000

&Ю,000

3,235,000

1,230,000

11,000,000

300,000

3,救Ю,000

1,000,000

5,300,000

1,000,000

5,500,000

43,845,000

11,045,758

634,245

11,772,882

1,242,963

11,315,971

235,645

4,346,597

7CX),(X〕 0

4,817,469

459,557

4,925,682

51,124,512

365,758

165,755

8,165,625

12,963

315,971

64,355

546,597

3(X),(XX)0

482,531

5`Ю,443

574,318

7,279,512

△

△

△

△

△

△

△

13,770,000

250,000

2,000,000

1,700,000

13,238,800

355,238

895,420

1,903,340

531,200

△   105,238

1,104,580

差  異予 算 額 決 算 額

△   203,340

(6)



山 650-1999・ 7020(第三種郵便物認可)

科   目 金 額

[1]資産の部

1.流動資産

現      金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

棚 卸 資 産

流 動 資 産 合 計

2.固定資産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基 本 財 産 合 計

そ の 他 固 定 資 産

土

建

什  器  備

敷

地

物

金

金秩父宮家 ご遺贈

図書出版研究基金

長 期 計 画 積 立 金

海 外 登 山 基 金

終 身 会 費 積 立 金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負債の部

1.流動負債

前 受 会 費

預   り   金

流 動 負 債 合 計

2。 固定負債

退 職 給 与 引 当 金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正味財産の部

正  味  財  産

(う ち 基 本 金 )

(当期正味財産減少額)

負債及び正味財産合計

208,063

1,048,487

10,502,614

0

3,824,000

2,754,160

8,000000

1&337,324

376,833,327

395,170,651

8,(XX),000

46,297,170

144,423,000

5,778232

300,000

11,(XX),000

5,043305

4,3∞ ,000

93,500,000

14,500,000

3,691,620

368,833,327

265,000

215410

480,410

3,691,620

4172,030

390,998,621

(8,000,000)

(6,137,158)

3,691,620

395,170,651

貸 借 対 照 表
平成11年 3月 31日 現在

計算書類に対する注記
1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計算基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の316%に 相当する

額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費及び預り金

を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記 3に 記

載のとおりである。

正味財産増減計算書
平成10年 3月 31日 ～11年 3月 31日

費

料

費

課

費

料

費

費

料

費

錨

　

　

公

道

　

　

品

数

生

‥

険

繕

　

水

話

議

備

手

厚

信

　

　

税

熱

　

　

器

替

利

通

保

修

租

光

電

会

什

振

福

1,ⅨЮ,000

330,000

200,000

550,000

700,000

450,000

4000Ю

3CЮ,000

6500Ю

280,000

1,000,000

2,500,000

200,000

0

3,640,000

1,2(Ю ,000

32,020,000

1,571,168

299,370

336,630

632,400

641,426

397,376

255,210

28,329

626,610

232,888

927,994

4,548,688

",000
4973,3〔 Ю

3,530,000

1,039,625

36,55&892

328,832

30,630

△   136,630

△    82,400

5&574

52,624

144,790

271,671

23,390

47,112

27,ⅨЮ

△ 2,048,優〕8

12Q000

△ 4,973,380

110,000

160375

△ 4,538,892

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負  担  金

退  職  金

賃  借  料

雑     費

管 理 費 計

3.固 定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出計

4.特 定 預 金 支 出

秩父宮記念賞基金支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特定預金支出計

5.予   備  費

予  備  費

4,000,000

4,000,000

1,αЮ,000

“

,305

5,αЮ,000

0

1,2(Ю ,000

1,αЮ,000

8,263,305

△ 1,(XX),000

△   63,305

△ 1,(XX),000

0

△ 1,200,000

△ 1,000,ⅨЮ

△ 4,263305

1,500,000 1,500,0000

81,365,000 95,946,709 △14581,709

215,000 △  1,131,578 1,346578

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)― (C)

次期繰越収支差額(B)― (C) 16,449,332 15,102,754 1,346578

科   目 金    額

I.増加の部

1.資産増加額

秩父宮記念賞基金

図書出版研究基金

長 期 計 画 積 立 金

海 外 登 山 基 金

終 身 会 費 積 立 金

退職給与引当預金

棚  卸  資  産

2.負債減少額

退職給与引当金取崩額

増 カロ 額 合 計

Ⅱ.減少の部

1.資産減少額

当 期 収 支 差 額

退職給与引当預金

2.負債増加額

退職給与引当金繰入額

減 少 額 合 計

当期正味財産減少額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

1,000,000

63,305

5,αЮ,000

0

1200,000

1,000,000

5,431 8,268,736

4,973,380

13,242,116

7,104,958

4,973,380

1,131,578

4,973,380 Q104,958

1,αЮ,000

6,137,158

3譴,“ 1,463

390,998,621
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金・あさひ市ヶ谷)

図書出版研究基金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期預

金・三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預金・

あさひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前受会費  (平成 9年度会

費23名分)

預り金 職員に対する源泉

所得税その他

流動負債合計

2。 固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産

395,170,651

4,172,0∞

(注)長期計画積立金の中に山研水力発電施設建設費 ¥4,750,000を 含む

秩父宮記念賞基金の中に大屋家ご遺贈金 ¥300,000を 含む

注1)棚卸資産内訳

注2)その他固定資産内訳

1建物及び土地

2什器備品

2。 基本財産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

3。 次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。

4。 固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次の

とおりである。

財 産 目 録
平成11年 3月 31日

443Ю ,αЮ

鳴5G),Om

14JЮ,αЮ

3,691,620

[1]資 産 の 部

1。 流 動 資 産

現金預金

現金 現金手許有高

振替預金

東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

三菱銀行市ヶ谷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿西口支店

日本信託銀行本店

定期預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

未収会費 315名 分

棚卸資産 注 1)

流動資産合計

2.固 定 資 産

(1)基本財産

貸付信託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注 2)

土   地  57.914“ ポ

建   物   432.63ぽ

什器・備品

敷   金

秩父宮記念賞基金 (定期預

18,337324

書庫内移動書架一式コンパックル

回覧用テープル (木製 2台 )

ライティングビューロー (木製)

53. 2。 10

53. 928

54. 6.23

1,団Ю,000

2[Ю,000

280,300

図書室

1“,4230Ю

5,7782認

300,000

11,000,000

科 目 当期増加 当期減少 当期残高

貸付信託 (三井信託銀行)

ク (日 本信託銀行)

ク (中央信託銀行)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5.200。000

合  計 (基  本  金) 8,000,000 8,(X)0,000

科 目 前期末残高 当期末残高 備  考

現

未

金

収

預

会

金

費

12.856,162

3,984,000

11,759164

3324,000

合 計 16,840,162 15,583,164

削

預

受 会 費

金り

2(Ю,000

315330

265,000

215,410

合 計 605,830 480,410

次 期 繰 越 収 支 差 額 16,234,332 15,102,754

3“ ,8〔B,327

2“,000

215410

3,691,620

48(),410

3691,620

3",998,α l

科 目 取 得 価 格1減価償却累計額1当期末残高

建

什 器   備

物 14.423.0001     01

5,778,2321          01

14,4230Ю

5,778,232

合 計 15Q201.2321 01 lm201,232

摘 要 金  額

刊   行   物

服 飾 品 ・ そ の 他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

645,010

2,109,lЮ

合 計 2,754,160

A 事務所及び図書室

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ぽ

宅地持分 1,124.“ぽX339/100Ю

=38■ 22584ぽ

(図書室)区分所有建物 1階部分 55。 22ぽ

宅地持分 1,124.56ぽ X176/100Ю

:〓119.792256nf

計 158。54ぽ 宅地持分 57.91484ぽ ¥72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村

“

69番地 1

構造 鉄筋コンクリー ト造 (一部木造)1棟
274∞ぽ

合           計

¥118,000,000

¥1〔Ю,720,170

金 額目

208,063

1,048,弔7

6209,525

4,072269

141,146

59,898

19,776

3,824,000

日 所

事務所

(8)

類



山 650-1999・ 7・ 20(第 三種郵便物認可)

種  類 摘 要 冊 数

書

書

和

洋

301冊
151冊

平成10年 度受入冊数

平成10年 度受入冊数

冊

冊

2.図書

3. フイルム・ビデオ

フ ィ ル ム 15点   「マナスルに立つ」他

ビ 'デ  オ 195本

社団法人日本山岳会 平成10年度の収支計算書、正味財産

増減計算書、貸借対照表、及び財産目録を監査し、正確妥当

なことを認めます。

平成11年 4月 13日

社団法人 日本山岳会       監事 石橋正美

監事 神崎忠男

監 事 監 査 報 告

平成11年 4月 13日 に行った平成10年度下期 (平成10年 10月 1日

～3月 31日 )に 於ける会計の監査ならびに期中の業務監査の結果を

次の通り報告する。

記

会計監査について、帳簿ならびに関係書類の閲覧等、必要と思わ

れる手続きを用いて計算書類の正確性を検討した。

業務監査については、理事会等に出席 し、業務執行の妥当性を検

討した。

監査意見は次の通り。

(1)現 金については、監査日当日現在の残高と、帳簿の金額は一致し、

正しく出納されているものと認める。

(2)収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対照表、財産目録は、本

会の収支状況及び財政状態を正しく示しているものと認める。

(3)特定預金のうち、秩父宮家ご遺贈金及び海外登山基金については、

その充実を計るよう配慮されたい。

(4)事 業報告の内容は、真実であると認める。

(5)理事の職務執行に関する不正の行為または法令、定款に違反する

重大な事実はないと認める。

以 上

280,000

5. 3.20 250,000

財産目録記載外のその他物品リスト (主として受贈品)

1。 絵画

フィルム収納キャビネット

(ス チール製品)

図書カード容器 (木製 3段 )

書棚 (木製 2段 )

16mm 映写機16ぃCL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応 VTR∞ lNWV
小型気象ファクシミリ JAX‐ 9

ナショナル冷凍冷蔵庫

NR‐ 041VP2‐ H
ナショナル29イ ンチテレビ

TH‐29VS35

ナショナルBS付 ビデオ

56. 8. 8 254,000

56. 9。 12

56.12.22

61. 5。 13

62. 9.24

2. 7.19

4.5。 11

410。 19

5。  3.20

5. 3.20

200,000

500,000

156,000

7(】0,000

587,932

250,000

320,000

250,000

事務所

図書室

事務所

図書室

事務所

山研

合 計 5,778,232

コンパスグラス HB-3
広視界10°の明るい視野に目盛が

重なって見えます。見た目標伊

そのまま正しい磁気方位でt

重量 78g、

つや消し黒 ¥17 ¥600
貴橙色メタリック ¥18,000  消費税別
カタログ代無料、電話、FAX、 薫書でどうぞ

株式会社 石 神 丼 計 器 製 作 所
〒

II召L管轟 喘 編 覇品認 酬
号

題 名 種類 0号数 作者名 掲載、保管場所

岳

麓

樺

猿

り

島

白

　

　

よ

山

の

　

峠

半

馬

士

池

　

木

豆

代

　

の

白

富

田

群

針

伊

初

鳥

メ

モ

徳本峠か ら穂高連峰

冬 の 両 神 山

(カ ッ トの原画 )

― ル ド グ ラ

ン  プ  ラ

カ ンチ ェ ンジュ ン

ユ ン グ フ ラ

涸 沢 よ り 北 穂

ケ 岳

ンチェン

穂 高

朝 の

穂 高

ケ

ンボ チ ェ の 僧 院

ェ ル パ ニ の 親 子

の 山 (清 太 山 )

川  秋  色

朝 の 上 高 地 山研

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルワ峰暮色

白  馬  雪  田

上 高 地 秋 景

マ チ ャ プ チ ャ レ

朝        霧

白 樺 の 林

麓       春

ヒマラヤダージリンにて

ス

ン

ガ

ウ

高

夏

ガ

谷

岳

峰

岳

ン

初

ユ
滝

ヶ

主

ジ

　

槍

槍

力

北

或

北

槍

タ

シ

冬

梓

早

油

油

油

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

エ
　

水

油

パ

油

油

油

油

水

水

墨

油

版

A-50
A-25
変 形 6

絵

-10
-10

絵

-10

絵

グ

グ

グ

ン
　
ン
　
ン

チ

チ

チ

油

彩

一

ス テ ル

ー 25
-25
-25
-P8

彩 -4

彩 -4

絵

-12

画 -8

水 彩 -10
版 画 -8
油 -10
日 本 画

油 ― F20
油 -20
水 彩 -8
7由  -  6
油 ― P50
油 ― F4

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石 井 鶴 三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石 田 吟 松

茨木猪之吉

石 井 鶴 三

山 里 寿 男

山 里 寿 男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

清 野 恒

清 野 恒

近 藤 茂 吉

後 藤 三 男

松 田 敏 男

松 田 敏 男

鈴 木 正 俊

神 原 忠 夫

丸 山 晩 霞

後 藤 三 男

武 井 清

越 智 英 夫

茨木猪之吉

倉 員 辰 雄

上 野 春 香

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本     会

本    会

本     会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本     会

本    会

本    会

松本アルプス山岳館

本    会

伯者国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本     会

本     会

本     会

伯者国山岳美術館

本     会

本    会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本     会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯者国山岳美術館

伯者国山岳美術館

本     会

上高地山岳研究所

本     会

本    会

本     会

本     会

伯者国山岳美術館

(9)

*他の絵画、写真 省略
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*会員名簿発行 (総務)                  12月
*支部長会議 (総務)                12月 4日

*年次晩餐会 (総務)                12月 4日

*海外登山報告 (青 年部)                12月
中全国山岳博物館連絡会議 (資料)         12月 5日 頃

*総務委員会ウインターセミナー (総務)     1月 8～ 9日

*ス キー懇親山行 (集 会)       志賀高原 1月 15～ 16日

*アイスクライミング研修会 (指導・遭難対策・学生・青年部) 1月 29～ 31日

*青年部OB現役懇親会 (青 年部)            1月
*全国支部事務局担当者会議 (総務)       2月 26～ 27日

*第 28回山岳史懇談会 (図 書)              2月
*マ ッキンリー報告会 (科学)              2月
*雪崩ビーコンゾンデ講習会 (学生)           2月
*春季新入会員オリエンテーション (総務)      3月 18日

*山岳スキー講習会 (指導)             3月 中旬

*第 24回図書交換会 (図書)               未定

*会報「山」図書紹介 (図書)              通年

*山岳図書新刊目録の作成 (図書)            通年

*16ミ リフィルム→VHSテ ープ交換 (フ ィルムビデオ)  通年

*冠松次郎氏、写真の現像 (フ ィルムビデォ)       通年

*「高山植物」研究 (自 然保護)              通年

*山の自然学講座 (自 然保護)              通年

*し尿処理問題の事前調査 (自 然保護)          通年

*百年史編集企画 (百 年史)               通年

*山岳博物館巡回作業と資産管理 (資料)         通年

*上高地山岳研究所展示室常設展 (資料)         通年

*資料の収集 0分類・保管 0調査研究作業 (資料)     通年

*イ ンターネットホームページ (データバンク)      通年

(B)研 究会

*海外登山研究会 (学 生)

*高所登山研究 (高所)

*高所登山研究 (高所)

*海外登山研究会 (青 年)

*冬山登山研究会 (学生)

*医療委員会研究会 (医療)

*「インドヒマラヤ」研究会 (高所)

6月

6月

9月

11月

12月

2月

2月

(C)講演会、シンポジウム

*第 19回 日本登山医学シンポジウム (医療)

*講演会「山野井泰史夫妻」(青年部)

*講演会「ヒマラヤ登山を語る」(高所)

*シ ンポジウム「登山装備の最新動向」(科学)

*講演会「ヒマラヤ登山を語る」(高所)

*自然保護シンポジウム (自 然保護)

*講演会「ヒマラヤ登山を語る」(高所)

5月 21～ 22日

9月

10月

11月

11月

3月

3月

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用、資料室開設

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録的フィルムのビデオテープ

化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画及び指導

*各 レスキュー隊等との懇談・研修

(社)日 本山岳会平成11年度事業計画書
1999。 4。 1～ 2000。 3.31

1。 登山の指導と奨励に必要な集会、研究会、講習会及び展覧会の

開催

(A)集 会

*山岳スキー研修会 (指導)           4月 10～ 12日

*フ ィールドノート (自 然保護)             4月
*雪上総合技術研修会 (指導、遭難対策)     5月 1～ 5日

*支部長会議 (総務)                 5月 15日

*通常総会 (総務)                 5月 15日

*第 6回古道を歩く (図書)                5月
*委員会技術研修登山 (集 会)            5月 初旬

*若葉会山行 0会津 (集会)           5月 22～ 23日

*第 2回 国際山岳救助 0医療技術研究セミナー (医療)  5月 22～ 23日

*ウ エス トン特別展 (山研・資料)     5月 17日 ～6月 19日

*焼岳登山とウエス トン祭 (山研)         6月 5～ 6日

*岩登り講習会 (指導・青年)      谷川岳 6月 12～ 13日

*委員会・同好会・同期会連絡会議 (総務)      6月 25日

*第 10次 マッキンリー気象観測機器設置登山隊派遣 (科学) 6月
*白神山地「体験造林業」調査 (自 然保護)       6月 中旬

*自 然観察山行 (自 然保護)        関東周辺 6月 中旬

*小川山集会、岩登り研修 (学生部)           6月
*中 高年登山講座 (集会)               6月 中旬

*探索山行「火山ガスの危険を現地に学ぶ」安達太良山 (科学) 6月 12～ 13日

*山岳写真展 (山研・フィルムビデオ)     6月 中旬～8月

*総務委員会サマーセミナー (総務)           7月
*全国山岳遭難対策協議会参加 (遭難対策)        7月
*鳥海山調査報告書増補版 (自 然保護)        7～ 8月

*講演学習会「高層気象」 (科学)             7月
*OB懇親会 (青年部)                7月 中旬

*名誉会員を囲む会 (総務)             8月 5日

*新理事・役員夏期研修会 (総務)            8月
*委員技術研修登山 (集会)             8月 中旬

*第 8回山を語る (図書)                 9月
十日中学生合同登山 (学生部)              9月
*ビデオ及び写真撮影会 (フ ィルムビデォ)    上高地 9月

*自 然保護全国集会 (自 然保護)宮城支部主管        9月
*山のスケッチ展 (山研・スケッチクラブ) 9月 上旬～10月 中旬

*プチ・オータムコンサート (山研)       9月 25～ 26日

*全国支部懇談会 (総務)            10月 16～ 17日

*キ ノコ山行・越後 (集会)           10月 16～ 17日

*岩登り技術研修会 (指導・青年・学生 0遭難対策)10月 22～ 24日

*自然観察山行 (自 然保護)        仙台周辺 10月 中旬

*全国大学山岳部監督会議 (学生・青年)         10月
*海外登山報告 (青年)               10月 中旬

*秋季新入会員オリエンテーション (総務)      11月 6日

*第31回山岳図書を語る夕 (図書)            11月
*初心者のための写真撮影会 (フ ィルムビデオ)      11月
*中 高年の高所登山を考えるセミナー (医療)     11月 中旬

*文部省登山研修所友の会シンポジウム参加 (遭難対策)11月 下旬

*マ ラソン大会 (学生)                 11月

(10)
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83,350,000 81,580,000 1,77(),000

15,102,754 16234,332

当期収入合計 (A)

前 期繰 越 収 支 差 額

収 入 合 計 (B) 98,452,754 97,814332

入

息

入

計

入収

利
　
　
入

崩

雑

受

雑

雑

ａ

取

収

収

収

預 金

700,000

500,000

1,2(Ю ,000

0

700,000

5∞,000

1200,000

0

4.自然保護活動の推進

*自然保護活動のミニコミ紙発行

*山の自然保護指導者の養成 (山 の自然学講座20回 )

*上高地におけるインタープリター作業

*ネ パール・シバプリにおけるラリグラス植林

5。 機関紙等の発行

*「山岳」第94年 (1999)号の発行

*会報「山」第647～ 658号 の発行

*イ ンターネットホームページの開設

6。 国内及び外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日 本山岳協会、東京都山岳連盟、日本勤労者山岳

連盟、HAT一 J、 日本ヒマラヤ協会、その他)と の連絡

*海外登山団体との機関紙の交換及び情報誌の購入

7。 海外登山

*第 10次マッキンリー気象観測機器設置登山 (科学)

8.表彰事業

*秩父宮記念山岳賞

9。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備

*山研ミニ水力発電設置 (ミ ニ水力発電実行委員会)

*その他

平 成 11年 度収 支 予 算 書 (案 )

平成11年 4月 1日 から平成12年 3月 31日 まで

I.収 入 の 部

1.基 本財 産運用 収 入

基 本財 産利 息収 入

2.会 費・ 入 会 金収 入

80,000 〔K),000

5,000,000 5,000,000

畿 000,000 65,5∞ ,000

0 0

71,(XX),000 7Q500,000 500,000

3.事

広

印

刊

そ

山

事

4補

補

5。 寄

寄

12月

6月

4月

入

入

入

計

又

収

収

入

ａヽ
費
費
釧

釜
会
会
絵

会

常

身

費．

入

通

終

会

入

入

入

叉

収

‥

収

料

業

―

税

止
ロ

計

入

入

入

入

入

収

収

収

収

収

等

金

金

金

金

5CЮ,000

3,000,000

2Q000

200,OЮ0

4,300,000

3,550,000

11,070,000

1,ⅨЮ,000

20,000

200,000

4,3(Ю,000

3,3〔Ю,000

9800,000

1,lmooo

行 物 頒 布 収 入

の 他 事 業 収 入

研 使 用 料 収 入

業

助

助

付

付

0

17Q000

1,27Q000

0

0

(11)

科 目 平成11年度予算額前年度予算額 増  減 備考

Ⅱ.支 出 の 部

1.事    業   費

出   版   費

図 書 管 理 費

調 査 研 究 費

指   導   費

支 部 関 係 費

海 外 諸 関 係 費

山岳研 究所 運営 費

海 外 登 山 補 助 費

そ の 他 事 業 費

印 刷 ・ 製 本 費

通 信 運 搬 費

事 業 費 計

2.運 営 管 理 費

給 料 ・ 手 当

文 具 ・ 消 耗 品 費

印 刷 ・ 製 本 費

旅 費 ・ 交 通 費

通 信 ・ 運 搬 費

保   険   料

修   繕   費

租 税 公 課

光 熱 水 道 費

電   話   料

会   議   費

什 器 備 品 費

振 替 手 数 料

福 利 厚 生 費

事 務 所 管 理 費

そ の 他 管 理 費

負   担   金

賃   借   料

雑       費

管 理 費 計

3.固 定 資 産取得 支 出

什 器 備 品購 入 支 出

固定 資 産取得 支 出

4特 定 預 金 支 出

長期計画積立金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出

5。 予   備   費

予   備   費

11,8∞,000

600,000

2,965,000

1,22Q000

12,000,000

300,000

4,040,000

1,000,000

5,000,000

1,000,000

5,000,000

44,925,000

12,000,000

25Q000

3,000,000

1,5(Ю ,000

2,∝Ю,000

300,000

300,000

55Q000

7(】0,000

400,000

350,000

300,000

“

Q000

28Q000

1,000,000

3,800,000

15Q000

32“,∞

1,000,000

31,77Q000

0

0

4,000,000

1,αЮ,000

5,αЮ,000

1,500,000

10,68Q000

800,OЮ0

3235,OЮ 0

1230,000

11,αЮ,000

3∞,∞

3,ⅨЮ,000

1,αЮ,000

5,300,000

1,000,000

5,500,000

お,M5,000

13,770,000

250,000

2,000,000

1,700,000

1,ⅨЮ,000

330,000

200,000

550,000

700,000

450,000

400,000

300,000

650,000

280,000

1,000,OЮ0

2,500,000

200,000

3,640,000

1,200,000

32,020,000

4,(X)0,000

0

4,Ⅸ)0,000

1,500,000

0

0

1,120,000

△ 200,000

△ 270,000

Δ   10,000

1,000,000

0

240,000

0

△ 3CЮ,000

0

△ 500,000

1,0〔Ю,000

△1,770,000

0

1,(XX),000

△ 200,000

100,000

△   30,000

1∞,∞0

0

0

△   50,000

△   50,000

0

0

0

0

1,3CЮ ,000

△ 50,000

△  400,000

△ 200,000

△  250,000

0

1,(XX),000

1,000,000

0

0

0

当期 支 出合 計 (C)

当期収支差額(A)― (C)

83,195,000 81,365,000 1,830,000

155,000 215,()00 △ 60,000

次期繰越収支差額(B)― (C) 15,257,754 15,035,()00

科    目 平成11年度予算額 増  減

0
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六
月
二
十
六
日
付
け

「藩
陽
日
報
」
は

「征
服
世
界
七
大
洲
最
高
峰
的
中
国
人
」

の
大
き
な
見
出
し
で
、
中
国
人
と
し
て
は

じ
め
て
二
人
の
登
山
家
が

「七
大
洲
最
高

峰
」
に
立
っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
六
月
二

十
三
日
、
「ジ
ャ
ヤ
峰

（五
〇
三
〇
メ
ー

ト
ル
）」
に
登
頂
し
、
「十
年
が
か
り
の
偉

業
」
を
達
成
し
た
、
と
い
う
。

こ
の

「勇
士
」
は
、
李
致
新

（三
七
）

と
王
勇
峰

（三
六
）
の
二
人
。
壮
挙
は
無

論
全
中
国
に
報
道
さ
れ
た
が
、
東
北
三
省

（
つ
ま
り
旧
満
州
）
の
中
心
で
あ
る
藩
陽

で
発
行
さ
れ
て
い
る

「藩
陽
日
報
」
が
と

り
わ
け
大
き
く
扱
っ
た
の
は
、
中
国
登
山

協
会
副
主
席
で
も
あ
る
李
が
、
同
じ
東
北

の
大
連
出
身
で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
な
お
、

王
は
、
内
蒙
古
出
身
の
登
山
家
で
あ
る
。

六
月
十
二
日
北
京
を
出
発
し
た
二
人
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
登
山
協
会
の
協
力
で
二
十

一
日
に
四
千
メ
ー
ト
ル
地
点
に
キ
ャ
ン
プ

を
張
り
、
二
十
三
日
、
岩
壁
の
難
し
い
登

攀
を
こ
な
し
、
頂
上
に
達
し
た
。

李
に
と
っ
て
は
、　
一
九
八
八
年
の
日
本
、

中
国
、
ネ
パ
ー
ル
三
国
合
同
登
山
に
参
加

し
て
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
登
頂
し
た
こ
と
が

ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
五
月
五
日
、
縦
走
隊

の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
日
本
隊
の
山
本
宗

彦
、
ネ
パ
ー
ル
隊
の
ラ
ク
パ

・
ソ
ナ
と
頂

上
に
立
っ
た
の
だ
。
漢
族
と
し
て
は
唯

一

人
の
登
頂
だ
っ
た
。

王
も
こ
の
合
同
登
山
に
参
″加
し
て
い
た

が
、
登
頂
メ
ン
バ
ー
と
は
な
ら
ず
、
頂
上

に
立
っ
た
の
は
五
年
後
の
九
三
年
五
月
五

日
で
あ
る
。
曾
曙
生

（現
中
国
登
山
協
会

主
席
）
が
隊
長
を
つ
と
め
た
中
国

。
台
湾

合
同
隊

（「海
峡
両
岸
登
山
隊
」
と
い
っ

た
）
で
、
四
人
の
チ
ベ
ッ
ト
人
隊
員
、
ひ

と
り
の
台
湾
隊
員
と
と
も
に
登
頂
を
果
た

し
た
。
こ
の
時
は
チ
ベ
ッ
ト
隊
員
が
先
に

下
山
し
て
し
ま
い
、
ル
ー
ト
を
見
失
っ
た

王
と
台
湾
人
隊
員
は

一
時
は
行
方
不
明
に

な
っ
て
大
本
営
を
心
配
さ
せ
た
が
、
北
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
隊
の
テ
ン
ト
に
避
難
し
て
事

無
き
を
得
た
。

以
後
、
南
極
洲
の
ビ
ン
ソ
ン
マ
シ
フ
、

北
米
洲
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
、
南
米
洲
の
ア

コ
ン
カ
グ
ア
、
欧
州
の
エ
リ
ブ
ル
ー
ス
、

ア
フ
リ
カ
洲
の
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
と
登
り

つ
づ
け
、
今
回
の
大
洋
洲
最
高
峰
登
頂
で

し
め
く
く
っ
た
。

登

っ
た
山
の
名
を
中
国
の
報
道
で
は
、

「ジ
ャ
ヤ
峰
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
正
し

く
は
ジ
ャ
ヤ
山
群
の
最
高
峰
、
カ
ル
ス
テ

ン
ツ

ｏ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

（ジ
ャ
ヤ
ク
ス
マ
峰

と
も
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ジ
ャ
ヤ
は

「大
き
い
」
と
い
う
意
味
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
で
、
単
に
ジ
ャ
ヤ
峰
と
い
う
と
、
最

高
峰
で
は
な
い

「
ン
ガ
プ
ル
ー
峰
」
の
こ

と
を
さ
す
場
合
が
多
い
。

い
ま
時

「七
大
陸
最
高
峰
」
そ
の
も
の

は
珍
し
く
も
な
い
が
、
中
国
の
登
山
家
が

や
つ
た
こ
と
は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
最
年
少

記
録
を
め
ざ
し
た
ネ
パ
ー
ル
の
十
五
歳
の

少
年
の
挑
戦
と
と
も
に
時
代
を
象
徴
す
る

出
来
事
だ
と
思
う
。
山
を
持
つ
国
の
民
が
、

い
よ
い
よ
山
々
を
外
来
の
客
た
ち
の
た
め

だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
を
輝
か
せ
る
場

と
と
ら
え
は
じ
め
た
と
い
う
点
で
。

「
マ
ロ
リ
ー
発
見
」
の
報
が
世
界
を
驚
か

せ
た
五
月
は
じ
め
か
ら
中
旬
に
か
け
て
ネ

パ
ー
ル
の

「↓
ｒ
①
凛
∽Ｆ
∞
Ｚ
８
巴
」
紙

や

「ゴ
ν①
バ
”

，
ヨ
”
コ
Ｑ
ｃ
”
ｏ
∽Ｌ

紙
は
、

”ア
ー
ヴ
イ
ン
の
壮
挙
“
を
何
度
も
大
き

く
取
り
上
げ
た
。

ア
ー
ヴ
ィ
ン
と
い
つ
て
も
、
マ
ロ
リ
ー

と
と
も
に
行
方
を
絶
つ
た
ア
ン
ド
ル
ー

・

ア
ー
ヴ
ィ
ン
で
は
な
い
。
ア
ー
ヴ
ィ
ン

ｏ

テ
ィ
ミ
ル
シ
ナ
。
ポ
カ
ラ
に
住
む
十
五
歳

の
少
年
で
な
ん
と

「史
上
最
年
少
登
頂
」

を
め
ざ
し
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
向
か
っ
た

の
で
あ
る
。
（従
来
の
記
録
は
十
七
歳
）

結
果
は
、
頂
上
ま
で

「あ
と
九
八
メ
ー

ト
ル
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
ギ
ブ
ア
ッ
プ
し

た
。
目
が
か
す
ん
だ
た
め
、
と
さ
れ
る
が
、

一
部
で
は
ア
ー
ヴ
ィ
ン
が
シ
ェ
ル
パ
族
だ

つ
た
ら
、
必
ず
頂
上
ま
で
押
し
上
げ
ら
れ

た
だ
ろ
う
、
と
さ
さ
や
か
れ
た
。
少
年
は
、

ネ
パ
ー
ル
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
チ
ェ
ト
リ
族
で
、
シ
ェ
ル
パ
の
協
力

が
不
可
欠
な
高
所
で
は
、
そ
の
こ
と
が
裏

目
に
出
た
の
で
は
、
と
い
う
勘
ぐ
り
で
あ

ス
）̈。と

こ
ろ
で
、
中
国
の
二
人
が
登
っ
た
の

が

「七
大
洲
最
高
峰
」
と
表
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
世
界
の
す
う
勢

は

「七
大
陸
最
高
峰
」
と
い
っ
て
も
、
あ

ま
り
に
も
手
軽
な
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸

の
最
高
峰
コ
シ
ウ
ス
コ

（三
二
三
〇
メ
ー

ト
ル
）
を
除
き
、
オ
セ
ア
ニ
ア
の
最
高
峰

カ
ル
ス
テ
ン
ツ

・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
含
め
る

こ
と
が
断
然
多
い
。
「七
大
洲
」
と
い
う

言
葉
は
、
そ
の
現
実
を
し
つ
か
り
取
り
こ

ん
で
い
る
と
田
や
つ
。

中国人の七大洲

最高峰登頂

江本嘉伸カルステンツ・ピラミッド 撮影 北村節子

(12)
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報告

ギ
リ
シ
ャ
・
ア
テ
ネ
市
で
写
真
展

今
年
は
、
日
本

・
ギ
リ
シ
ャ
修
好
百
年

目
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
機
に
外
務
省
で
は

文
化
交
流
を
よ
り
活
発
に
行
う
と
い
う
企

画
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

同
好
会

・
ア
ル
ペ
ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
で
は
、
こ
の
企
画
に
協
力
し
、
去
る

五
月
二
十
七
日
よ
り
三
十
日
ま
で
ア
テ
ネ

市

「市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
」
で
山
岳
写
真

展
を
開
催
し
、
日
本
の
素
晴
ら
し
い
山
岳

美
を
紹
介
し
ま
し
た
。

大
理
石
の
敷
き
詰
め
ら
れ
た
白
い
壁
面

の
豪
華
な
会
場
に
、
会
員
の
撮
っ
た
作
品
、

三
十
四
点
を
展
示
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
当
日

に
は
、
ギ
リ
シ
ャ
共
和
国

・
松
本
和
朗
大

使
を
は
じ
め
、
領
事
館
、
ア
テ
ネ
市
関
係

者
、
ま
た
多
く
の
在
ギ
日
本
人
の
方
々
も

来
場
さ
れ
、
四
季
の
移
ろ
い
の
中
に
は
ぐ

く
ま
れ
た
日
本
の
山
岳
美
に
改
め
て
感
動

さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
ま
た
各
方
面
か
ら

絶
大
な
賛
美
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

写
真
展
は
、
日
本
の
山
岳
自
然
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
日
本
山
岳
会
の
文
化
活

動
を
も
知
っ
て
い
た
だ
く
よ
き
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
別
去
太
バ
場
に
は
ス
ケ
ツ
チ
ク
ラ
ブ

の
作
品
、
領
事
館
地
下
会
場
で
は
折
り
紙

や
書
画
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
日

・
ギ
修
好

アテネの市民文化センターで開催された山岳写真展

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。

百
年
に
ち
な
む
民
間
ベ
ー
ス
に
よ
る
文
化

交
流
に
多
く
の
成
果
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

（羽
田
栄
治
）

俗
字
な
ど
に
つ
い
て

現
在
太
天
バ
で
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
の

二
〇
〇
〇
年
問
題
に
対
応
す
べ
く
、
本
会

の
会
員
管
理

・
会
費
管
理
、
公
益
法
人
会

計
処
理
の
各
シ
ス
テ
ム
を
、
旧
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｓ

の
Ｏ
Ｓ
か
ら
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
に
対
応
す

る
シ
ス
テ
ム
に
本
年
八
月
を
目
途
に
、
移

行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
本
会
が

一
九
八
五

年
に
導
入
し
た
こ
れ
ら
各
シ
ス
テ
ム
は
、

当
時
、
富
士
通
、
パ
ナ
フ
ァ
コ
ム
、
Ｐ
Ｆ

Ｕ
の
三
社
が
協
同
で
開
発
し
た
わ
が
国
独

自
の
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
と
い
う
Ｏ
Ｓ
で
、
十
六
年

間
運
用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
Ｏ

Ｓ
が
三
〇
〇
ｏ
年
問
題
を
ク
リ
ア
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
に

一
昨
年
来
、
Ｐ
Ｃ
導
入

検
討
委
員
会
を
設
け
て
、
旧
シ
ス
テ
ム
か

ら
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
上
で
動
く
Ｏ
Ｓ
へ
の
変

換
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
会
員

ｏ
会
費
管
理
は
当
会

の
オ
リ
ジ
ナ
ル

。
ソ
フ
ト
で
あ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
翻
訳

・
変
換
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
が
、
公
益
法
人
会
計
は
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ソ
フ
ト
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
、

こ
れ
ら
各
シ
ス
テ
ム
間
の
デ
ー
タ
の
受
け

渡
し
で
処
理
す
る
こ
と
に
し
て
、
日
下
作

業
中
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
点
に
つ
き
問
題

が
生
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
各
Ｆ位
の

ご
理
解

。
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。

一
、
会
員
管
理
の
デ
ー
タ

・
ベ
ー
ス
上

で
の
漢
字
の
問
題

従
来
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
難
解
な
漢
字

に
つ
い
て
は
、
外
字
で
対
応
す
る
な
ど
し

て
、
極
力
会
員
各
位
の
希
望
に
よ
る
戸
籍

上
の
漢
字
で
対
応
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

今
後
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
上
で
の
デ
ー
タ
変

換
の
つ
ど
、
文
字
化
け
な
ど
を
生
ず
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
原
則
と
し
て
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
第

一
水
準
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
第
二
水
準
以

外
の
漢
字
は
使
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

(13)
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し
た
が
っ
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
な
い
俗
字
で

表
示
し
て
い
た
漢
字
は
、
す
べ
て
正
字
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

（例
）
　

　

　

崎
　
↓
　
崎

土
口
　
‐ウ
　
士
口

高

↓

高

な
お
Ｊ
Ｉ
Ｓ
の
漢
字

（含
補
助
漢
字
）

に
な
い
漢
字
で
、
他
に
類
字
や
当
て
字
が

な
い
場
合
、
例
え
ば
征
、
組
、
着
、
括

…
…
等
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
相
談
し
て

ど
う
す
る
か
決
め
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
ア
ジ
ア

諸
国
中
、
漢
字
圏
の
国
の
方
々
に
つ
い
て

は
、
新
旧
漢
字
な
ど
あ
り
ま
す
の
で
、
個

別
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
、
町
名
表
示
に
つ
い
て

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
郵
政
省
が
発
行
す

る
〒
番
号
辞
書
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
従

来
、
○
○
駅
前
な
ど
の
表
示
で
届
い
て
い

た
場
合
で
も
、
こ
の
〒
番
号
辞
書
に
よ
る

下
四
桁
の
町
名
表
示
に
自
動
的
に
変
換
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
生
ず
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

三
、
電
話
番
号
等

新
シ
ス
テ
ム
の
Ｄ
Ｂ
で
は
自
宅
の
電
話

番

号

、

Ｆ
Ａ

Ｘ
番

号

、
国
―
ヨ
”
〓

＞
Ｑ
彎
の
口
、
勤
務
先
の
電
話
番
号
の
他
に

携
帯
電
話
番
号
欄
を
も
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
十
分
に
で
き
な
い

と
意
味
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
も
転
居
通
知

は
あ
つ
て
も
、
電
話
番
号
の
変
更
ま
で
通

知
し
て
こ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
「会
員

名
簿
」
編
集
の
際
に
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
ご
協
力
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（松
田
雄

一
）

海
外
山
行

ｏ
ｌ

チ

リ

サ

ン

韓
国

・
智
異
山

昨
年
の
雪
岳
山
に
続
き
、
本
年
は
智
異

山
を
選
ん
だ
。

智
異
山
は
半
島
の
脊
梁
山
脈
で
あ
る

テ

ベ

ク

太
白
山
脈
が
、
太
白
山
よ
り
西
南
へ
分
岐

ソ

ベ

ク

し
て
小
白
山
脈
を
形
成
し
、
秋
風
嶺
の
隆

起
と
な
っ
て
南
下
し
、
閑
麗
水
道
へ
没
し

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
迫
っ
た

一
大
山

域
で
あ
る
。
国
立
公
園
第

一
号
に
指
定
さ

れ
、
最
高
峰
は
東
端
に
あ
る
天
王
峰

（
一

九

一
五
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
。

五
月
の
連
体
に
登
る
計
画
を
立
て
た
が
、

山
火
事
予
防
の
た
め
登
山
禁
止
中
で
、
予

定
を
再
三
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。
山
上
で
一

泊
す
る
計
画
で
あ
る
。

五
月
二
十
日

（木
）
　

Ｊ
Ｌ
九
五
七
便

で
成
田
発
。
釜
山
か
ら
入
国
し
、
釜
山
駅

前
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
燃
料
、
食
糧
を
購

入
す
る
。

五
月
二
十

一
日

（金
）
　

チ
ャ
ー
タ
ー

マ
チ

ョ
ン
ミ

ョ
ン
ペ
ン
ム

し
た
バ
ス
で
北
面
登
山
口
の
馬
川
面
白
武

洞
へ
行
く
。
高
速
道
が
晋
州
か
ら
成
陽
の

近
く
ま
で
延
び
て
お
り
、
便
利
に
な
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
た
山
岳
同
好
会

明
智
会
の
二
名
の
方
に
会
い
、
総
勢
十
九

名
で
出
発
し
た
。

登
山
道
は
渓
谷
道
に
続
き
、
樹
林
の
中

の
尾
根
道
と
な
り
、
標
高
差

一
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
登
り
を
か
な
り
登

っ
て
か
ら
、

開
花
し
た
サ
ン
チ
ョ
ル
チ
ュ
ク
が
現
れ
た
。

登
る
ほ
ど
カ
タ
ク
リ
が
増
え
、
群
落
も
見

ら
れ
た
。

宿
泊
予
定
の
チ
ャ
ン
ト
モ
ク
山
荘
は

帝
釈
峰

（
一
八
〇
六
メ
ー
ト
ル
）
直
下
の

鞍
部
に
あ
り
、
新
築
し
て
大
き
く
な
っ
て

い
た
が
、
明
日
は
灌
仏
会

（花
祭
り
）
の

た
め
休
日
で
連
体
と
な
り
、
混
雑
し
て
い

た
。
ヘ
リ
の
作
業
で
夕
食
も
変
形
に
な
っ

た
。二

十
二
日

（土
）

午
前
三
時
ご
ろ
か

ら
若
者
が
起
き
出
し
て
山
荘
が
騒
が
し
く

な
り
、
四
時
半
に
は
日
の
出
を
見
る
た
め

多
数
の
者
が
天
王
峰
へ
と
登
り
に
行

っ
た
。

快晴の智異山頂上で記念撮影

わ
が
パ
ー
テ
イ
ー
か
ら
も
登

っ
た
人
が
い

た
。六

時
に
出
発
し
、
帝
釈
峰
を
経
て
天
王

峰
へ
登
る
。
下
山
し
て
く
る
人
が
多
く
、

予
定
通
り
歩
け
な
い
。
七
時
三
十
分
、
混

み
合
う
山
頂
に
着
い
た
。
晴
天
で
展
望
が

よ
く
、
遠
く
の
山
並
み
が
絵
の
よ
う
に
美

し
い
。
記
念
写
真
を
撮
っ
て
、
山
清
郡
矢

チョン　
　
　
チ
ェンサ
ルリ

川
面
の
中
山
里
に
向
か

っ
て
下
降
す
る
。

登
っ
て
く
る
登
山
者
の
切
れ
目
も
次
第
に

な
く
な
っ
て
く
る
。
標
高

三
二
〇
〇
メ
ー

ト
ル
に
あ
る
法
界
寺
で
は
提
灯
が
連
な
り
、

境
内
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
食
物
も
い
た
だ

い
た
。
登
っ
て
く
る
人
が
ま
す
ま
す
増
え
、

ハ
ル
モ
ニ
ま
で
い
る
。
下
山
に
時
間
が
か

か
り
、
予
定
を
三
時
間
以
上
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
っ
た
。
中
山
里
の
駐
車
場
も
満
車

で
あ
る
。

昨
日
と
同
じ
バ
ス
で
釜
山

へ
向
か
う
。

全
員
無
事
に
下
山
し
、
二
十
四
日

（月
）

に
ソ
ウ
ル
で
明
智
会
の
方
に
感
謝
の
会
を

催
し
、
二
十
五
日

（火
）
に
帰
国
し
た
。

（石
田
稔
郎
）

海
外
山
行

ｏ
２

台
湾

・
玉
山

四
月
二
十
八
日
～
五
月
三
日
に
有
志
で

台
湾
に
行
っ
た
。

一
日
日
は
、
台
北
か
ら
登
山
拠
点
の
阿

里
山
ま
で
高
速
道
路
を
突

っ
走
り
、
ほ
ぼ

二
〇
〇
キ
ロ
を
南
下
し
た
。

二
日
日
、
台
湾
式
準
備
体
操
の
の
ち
登

(14)
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山
口
を
八
時
ス
タ
ー
ト
。
し
ば
ら
く
車
道

が
続
い
て
、
本
格
的
登
山
口
に
到
着
。
標

高
二
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
。
こ
こ
か
ら
山
道

と
な
る
。

次
第
に
針
葉
樹
林
帯
に
な

っ
て
い
く
。

白
木
林
と
い
う
地
点
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で

昼
食
。
立
ち
枯
れ
た
木
が
自
く
林
立
し
て

い
る
の
で
、
そ
う
い
う
地
名
に
な
っ
た
と

い
う
。
排
雲
山
荘
ま
で
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

は
こ
こ
と
孟
録
亭
だ
け
。
急
登
と
な
り
桟

道
が
続
く
。
木
橋
は
新
し
く
堅
牢
で
あ
る
。

あ
た
り
は
石
楠
花
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
白

い
花
が
い
ま
を
盛
り
と
咲
き
匂
う
。

大
哺
壁
に
着
い
た
。
文
字
通
り
、
巨
大

な

一
枚
岩
が
山
腹
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。

巨
大
岩
に
幾
何
学
模
様
が
あ
り
、
雨
に
濡

れ
て
光
っ
て
い
る
。
説
明
版
の
漢
字
を
な

ぞ
ら
え
る
と
、
海
岸
に
あ
っ
た
岩
が
招
曲

し
な
が
ら
隆
起
し
て
で
き
た
と
理
解
で
き

る
。
幾
何
学
模
様
は
波
痕
と
か
。
二
時
半

に
排
雲
山
荘
に
到
着
。
標
高
三
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
。
約
八
十
人
が
宿
泊
で
き
る
と
い

う
。
超
満
員
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
比

較
的
ゆ
っ
た
り
と
布
団
を
確
保
で
き
た
。

三
日
日
未
明
、
雨
の
な
か
の
行
動
開
始
。

ラ
ン
プ
を
頼
り
に
歩
を
進
め
る
。
ジ
グ
ザ

ク
を
繰
り
返
し
着
実
に
高
度
を
か
せ
ぐ
。

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ご
と
の
道
標
に
勇
気
づ

け
ら
れ
る
。
次
第
に
明
る
ん
で
き
た
。
ラ

ン
プ
を
閉
じ
る
。
ガ
レ
場
に
な
り
、
登
山

道
は
鉄
柵
で
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

最
後
は
直
登
。
日
の
出
が
素
晴
ら
し
い
と

い
う
が
、
望
む
べ
く
も
な
い
。

つ
い
に
頂
上
。
山
荘
か
ら
約
二
時
間
で

あ
る
。
標
高
三
九
五
二
公
尺
と
あ
る
。
主

峰
を
中
心
に
し
て
東
西
南
北
に
支
峰
が
あ

り
、
ガ
ス
の
切
れ
日
の
な
か
、
そ
れ
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に
姿
を
見
せ
た
。
三
角

点
は
、
か
つ
て
日
本
が
設
置
し
た
も
の
だ

と
い
う
。
早
々
と
記
念
写
真
と
万
歳
三
唱

を
済
ま
せ
頂
上
を
後
に
し
た
。
あ
と
は

一

気
に
下
山
、
ち
ょ
う
ど
正
午
に
登
山
口
に

帰
還
し
た
。

帰
途
、
台
北
で
山
岳
協
會
を
訪
問
し
、

多
大
な
感
謝
を
表
明
。
黄
理
事
長
か
ら

「玉
山
登
頂
の
証
」
を
い
た
だ
い
た
。
協

會
は
、
台
北
の
主
要
道
路

・
中
山
北
路
に

面
し
た
大
楼
の
十
階
に
あ
る
。
ル
ー
ム
の

広
い
の
に
驚
い
た
。
参
加
人
員
十
二
人

（高
橋
重
之
）

八
ヶ
岳

ひ
ざ
ま
で
潜
る
雪
山
は
敬
遠
し
て
き
た

メ
ン
バ
ー
も
、
山
里
の
樹
々
の
梢
を
薫
風

が
吹
き
抜
け
、
融
雪
が
沢
筋
の
苔
を
潤
す

季
節
に
な
る
と
、
無
意
識
の
う
ち
に
山
の

ニ
ュ
ー
ス
に
目
を
そ
ば
だ
た
せ
、
山
靴
に

紐
を
通
す
機
会
を
心
待
ち
に
す
る
よ
う
に

な
る
も
の
で
す
。
仲
間
同
士
の
便
り
の
交

換
に
も
浮
き
浮
き
し
た
気
持
ち
が
自
然
に

あ
ふ
れ
、
再
会
を
待
ち
わ
び
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

第
八
回
９２
Ｊ
Ａ
Ｃ
懇
親
山
行
は
メ
ン
バ

ー
間
の
頻
繁
な
連
絡
の
取
り
合
い
の
末
に

実
施
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

機
関
紙

「山
」
の
図
書
紹
介
で
も
お
な

じ
み
の
ス
ー
パ
ー
レ
デ
イ
ー
渡
邊
玉
枝
さ

ん
、
富
士
山
登
頂
三
百
二
十
余
回
の
大
貫

金
吾
さ
ん
、
そ
の
他
総
勢
十
三
名
が
去
る

五
月
二
十
二
日
、
八
ヶ
岳
の
渋
の
湯
経
由

黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
に
宿
泊
し
、
翌
二
十
三

日
残
雪
豊
富
な
天
狗
岳
に
登
り
、
唐
沢
鉱

泉
を
経
て
帰
京
す
る

一
般
コ
ー
ス
を
選
択

し
ま
し
た
。

過
去
数
回
の
山
行
は
い
ず
れ
も
悪
天
候

に
泣
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
こ
れ
ま

で
の
憂
さ
を
吹
き
飛
ば
す
素
晴
ら
し
い
快

晴
に
恵
ま
れ
、
参
加
者

一
同
幸
運
を
大
い

に
喜
び
合
い
ま
し
た
。

黒
百
合
ヒ
ュ
ッ
テ
で
は
ご
主
人
の
米
川

正
利
さ
ん
が
大
歓
迎
で
私
た
ち
を
出
迎
え
、

夜
は
絶
品
の
山
菜
料
理
で
も
て
な
し
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
持

参
百
叩と
、
取
っ
て
お
き
の
話
を
ザ
ッ
ク
に

詰
め
て
き
た
の
も
い
つ
も
の
こ
と
で
、
ア

ル
コ
ー
ル
が
回
る
に
つ
れ
て
ス
ケ
ッ
チ
の

個
展
の
こ
と
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
こ
と
、

最
近
の
登
山
マ
ナ
ー
の
こ
と
、
昼
間
聞
い

た
鳥
の
鳴
き
声
の
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
話
題
が
飛
び
出
し
、
話
が
尽
き
る
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。

熟
年
組
の
登
山
者
グ
ル
ー
プ
の
多^
く
の

例
に
も
れ
ず
、
山
行
は
あ
せ
ら
ず
急
が
ず

の
ペ
ー
ス
に
終
始
し
ま
し
た
が
、
山
の
生

き
も
の
、
高
山
植
物
、
足
元
に
転
が
る
石

な
ど
日
に
触
れ
る
も
の
、
耳
に
入
る
も
の

す
べ
て
に
興
味
を
示
し
、
ま
た
こ
れ
は
と

思
う
場
所
に
さ
し
か
か
る
と
写
昔
バ撮
影
や

ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
足
を
止
め
、
自
然
と
の

出
合
い
を
心
ゆ
く
ま
で
堪
能
す
る
、
い
わ

ゆ
る
大
人
の
山
行
と
な
り
ま
し
た
。

（召
田
俊
雄
）

今
年
も

●
√
Ｌ
ＥＷ
Ｌ
で
会

い
ま
し
ょ
う

(15)

ヒマラヤの魅力とトレッキングの実際を説明します。

ν3(火 )・ 9ん (木 )。 928(火 )

・7ノ28(水 )09ん (本 )・ 921(火 )

大 阪科 学 技 術 センター403号室

(地下鉄四ツ橋線本町下車。靭公園北側)

名古屋国際センター第3研修室08ノ 6(金 )・ 9″ (火 )・ γ21(火 )

・7ノ26(月 )。 9/7(火 )・ 9ノ20(月 )

アクロス福 岡 6F会議 室

09ノ 10(金 ) りんゆうホール(東区北9東 2)

ヒマ ラ

④ 月″り争リタ昇ノ≒ど貿』|五釜″
二輸 大 臣登録 一般 旅行 業 490号/日本旅 行業協会正 会 員

〒 105-0003港 区西 新橋 1-12-1(西新橋 1森 ビル)TEL.03-3503-1911
大 阪 806(6444)3033 名古 屋 8052(581)3211 福 岡‐ 092(715)1557
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秋
田
支
部

JAC
支部だより

創
立
四
十
周
年
記
念
山
行

―
第
一
弾
―

モ
ッ
コ
岳

当
秋
田
支
部
は
、
本
年
六
月
を
も
っ
て

創
立
四
十
周
年
を
迎
え
る
。
そ
の
記
念
行

事
の
第

一
弾
と
し
て
、
五
万
分
の
一
地
図

上
に
記
名
の
あ
る
秋
田
県
関
係

・
第
四
十

番
目
に
高
い
山
と
し
て
、
秋
田

・
岩
手
県

境
に
位
置
す
る
モ
ッ
コ
岳

（
一
二
七
八
メ

ー
ト
ル
）
を
選
び
、
四
月
十
八
日
に
実
施

し
た
。

こ
の
山
は
、
岩
手
県
の
沢
内
村
側
か
ら

の
夏
道
が
あ
る
が
、
県
境
上
の
沢
尻
岳

（
一
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
で
あ
り
、

一
部
廃
道
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
藪
を

嫌
っ
て
容
易
に
登
れ
る
残
雪
の
豊
富
な
こ

の
時
期
を
選
ん
だ
。

早
朝
の
四
時
三
十
分
に
秋
田
市
を
出
発
。

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。

最
奥
の
大
木
原
集
落
よ
り
残
雪
を
踏
み
、

奥
の
牧
場
よ
り
沢
尻
岳
へ
延
び
る
ブ
ナ
林

の
美
し
い
稜
線
を
登
る
。
終
始
モ
ッ
コ
岳

を
眺
め
な
が
ら
の
気
持
ち
の
よ
い
登
行
だ
。

沢
尻
岳
直
下
を
ト
ラ
バ
ー
ス
、
モ
ッ
コ
岳

へ
の
主
稜
線
は
眺
望
を
遮
る
も
の
な
く
、

隣
接
す
る
朝
日
岳
や
志
度
内
岳
を
眺
め
な

が
ら
の
素
晴
ら
し
い
コ
ー
ス
で
あ
る
。

最
後
の
急
登
を
登
り
き

っ
て
、
十
二
時

四
十
分
モ
ッ
コ
岳
山
頂
に
到
着
。
二
等
三

角
点
を
囲
ん
で
、
快
晴
、
三
六
ｏ
度
の
パ

ノ
ラ
マ
を
肴
に
さ

っ
そ
く
小
宴
を
開
き
、

創
立
四
十
周
年
を
祝
っ
た
。

筆
者
は
あ
ま
り
の
好
天
に
惑
わ
さ
れ
、

酔
い
の
回
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
見
送
ら
れ
て

朝
日
岳

へ
直
行
。
県
内
の
代
表
的
な
秘
境

の
雄
大
な
眺
め
を
独
り
占
め
に
し
た
後
、

メ
ン
バ
ー
の
後
を
追
っ
た
。
健
脚
向
き
の

コ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
参
加
者
六
名
。

（佐
々
木
民
秀
）

支
部
総
会
と
七
洞
岳
登
山

四
月
十
七
、
十
八
日
、
三
重
県
庚
会
郡

大
宮
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ

・
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

お
い
て
、
小
△鼻
戊
暉
副
会
長
を
お
招
き
し

て
、
平
成
十

一
年
度
岐
阜
支
部
総
会
と
、

七
洞
岳

（七
七
八

上
ニ
メ
ー
ト
ル
）
登
山

を
、
会
員
、
会
友
三
十

一
名
が
参
加
し
て

開
催
し
た
。

高
木
碕
男
支
部
長
か
ら

「十
月
十
六
、

十
七
日
に
、
第
十
六
回
日
本
山
岳
会
全
国

支
部
懇
歌一焚
一ム
を
、
岐
阜
支
部
が
主
管
に
な

っ
て
、
大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
開
催

す
る
。
十
七
日
に
は
、
養
老
町
の
養
老
山

（八
五
九

二
二
メ
ー
ト
ル
）
へ
懇
親
登
山

を
行
う
。
岐
阜
支
部
会
員
は
総
出
で
全
国

の
会
員
を
招
こ
う
。
そ
し
て
成
功
さ
せ
よ

う
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
議
事
に

入
り
、
平
成
十

万
士
皮
一景
業
計
画
な
ど
七

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
承
認
し
た
。

懇
親
会
に
入
り
、
小
倉
副
会
長
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
全
員
の
自
己

紹
介
の
あ
と
、
ご
馳
走
と
お
酒
を
い
た
だ

い
て
、
よ
も
や
ま
話
と
山
の
唄
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
懇
親
を
深
め
た
。

全
員
が
寝
静
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
雨
が
降

り
出
し
、
翌
朝
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
。

降
雨
の
た
め
、
登
山
希
望
者
十
九
名
が
七

洞
岳
へ
向
か
っ
て

（他
の
会
員
は
お
伊
勢

参
り
）
野
原
新
田
コ
ー
ス
か
ら
傘
を
さ
し

て
登
っ
た
。
登
山
道
に
取
り
つ
き
、
避
難

小
屋
か
ら
谷
を
渡
っ
て
、
ヒ
ノ
キ
の
植
林

帯
を
登
っ
た
。
尾
根
に
出
る
と
な
だ
ら
か

に
な
り
、
や
が
て
展
望
台
に
着
い
た
。
頂

上
近
く
に
な
る
と
雑
木
に
混
じ
っ
て
ユ
ズ

リ
ハ
、
ア
セ
ビ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
、
地
面

に
は
カ
タ
ク
リ
、
ヒ
ト
リ
シ
ズ
カ
、
ス
ミ

レ
な
ど
の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
た
。　
一

等
三
角
点
の
頂
上

へ
十

一
時
に
立

っ
た
。

村
田
正
春
リ
ー
ダ
ー
の
音
頭
で
万
歳
を
三

唱
し
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。

景
色
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ

つ
た
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
、
ま

た
、
忘
れ
難
い
思
い
出
に
残
る
山
行
で
あ

つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（藤
田
純
江
）

中
国

タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
縦
断

高
木
碕
男
隊
長
以
下
十
六
名
は
、
四
月

二
十
四
日
か
ら
五
月
七
日
に
か
け
て
、
中

国
西
北
部
世
界
第
二
位
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

砂
漠
を
専
用
車
で
、
南
か
ら
北
へ
約
七
〇

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（砂
漠
公
路
五
二
三
キ

ロ
）
を
十

一
時
間
か
け
て
縦
断
し
た
。

一
行
は
、
四
月
二
十
四
日
名
古
屋
空
港

を
発
ち
、
上
海
を
経
て
ウ
ル
ム
チ
ヘ
着
い

た
。
翌
日
ウ
ル
ム
チ
か
ら
東
へ
一
一
ｏ
キ

ロ
、
天
山
山
脈
の
東
方
、
天
池

（
一
九

一

〇
メ
ー
ト
ル
）
を
探
訪
し
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
、
湖
面
は
氷
に
闊
ざ
さ
れ
て
い
た
が
、

(16)

523kmのタクラマカン砂漠縦断公路

岐
阜
支
部
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黎
翻

短
歌

卿翻
鰹
難
爾
翻
翻
吻
鐵
翻

人
通
わ
ね
ば

大
橋
克
也

蜘
蛛
の
巣
を
素
肌
に
か
ら
め
登
る
径
白
き

真
空
は
蒼
味
帯
び
く
る

白
み
ゆ
く
山
路
に
張
り
し
蜘
蛛
の
巣
は
露

を
ま
と
い
て
わ
れ
を
咎
む
る

男
と
女
と
の
吊
尾
根
未
だ
果
し
得
ず
目
指

せ
し
青
き
齢
お
も
う
い
ま

峰
深
く
人
通
わ
ね
ば
岐
け
入
り
き
彼
も
吾

れ
も
た
だ
青
さ
の
ま
ま
に

塩
辛
き
汗
は
し
た
た
り
頂
は
近
く
迫
れ
ど

敢
え
て
教
え
ず

毛
細
管
は
登
る
喘
ぎ
の
膨
み
を
易
く
は
透

さ
じ
岩
に
も
た
れ
き

前
方
に
は
ボ
ゴ
ダ
峰

（五
四
四
五
メ
ー
ト

ル
）
の
全
容
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

い
っ
た
ん
ウ
ル
ム
チ
ヘ
帰
り
、
夜
間
に

カ
シ
ュ
ガ
ル
行
き
の
便
に
乗
る
予
定
で
い

た
が
、
カ
シ
ュ
ガ
ル
飛
行
場
が
黄
砂
が
ひ

ど
く
着
陸
で
き
な
い
の
で
、
ウ
ル
ム
チ
で

一
泊
す
る
と
こ
ろ
を
三
泊
も
余
儀
な
く
さ

れ
て
し
ま
い
、
四
日
目
の
午
前
、
よ
う
や

く
に
し
て
カ
シ
ュ
ガ
ル
に
着
い
た
。

さ
っ
そ
く
待
機
し
て
い
た
専
用
車
で
カ

シ
ュ
ガ
ル
の
南
西
約

一
九
〇
キ
ロ
、
パ
ミ

ー
ル
高
原
の
カ
ラ
ク
リ
湖

（三
五
〇
〇
メ

ー
ト
ル
）
を
探
訪
し
、
ム
ス
タ
ー
グ

。
ア

タ
峰

（七
四
四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
眺
望
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
は
ホ
ー
タ
ン
を
経
由

し
て
、
八
日
目
に
し
て
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

西
域
南
路
の
オ
ア
シ
ス
、
ニ
ヤ
ヘ
タ
方
に

着
い
た
。
ニ
ヤ
は
年
間
平
均
降
雨
量
が

一

二
〇
ミ
リ
ほ
ど
、
日
数
も
十
五
日
間

（聞

き
取
り
調
べ
）
と
少
な
く
、
大
地
は
乾
き

き

つ
て
い
て
、
ホ
テ
ル
の
庭
は
黄
砂
が
舞

い
上
が
っ
て
い
た
。
電
気
も
夜
間
制
限
さ

れ
て
い
て
、
朝
の
出
発
準
備
は
ロ
ー
ソ
ク

の
明
か
り
で
身
支
度
。
六
時
三
十
分
起
床

し
、
八
時
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
た
。
今
日

も
黄
砂
に
よ
る
砂
曇
り
で
太
陽
を
見
る
こ

と
は

一
日
中
で
き
な
か
っ
た
。

ニ
ヤ
か
ら
砂
漠
公
路
へ
入
り
、
西
域
北

路
の
ビ
ュ
グ
ル
を
経
て
、
ク
チ
ャ
ま
で
の

約
七
〇
〇
キ
ロ
を
走
る
の
が
今
日
の
行
程

で
あ
る
。

こ
の
砂
漠
公
路
は
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
の
ほ
ぼ
中
央
で
、　
一
九
八
六
年
か
ら
石

油
の
掘
削
が
は
じ
め
ら
れ
、
そ
の
原
油
運

搬
道
路
と
し
て
南
北
五
二
三
キ
ロ
、
幅
員

一
四
メ
ー
ト
ル
、
二
車
線
の
舗
装
道
路
が

一
九
九
六
年
か
ら
共
用
開
始
さ
れ
た
道
路

で
あ
る
。

ニ
ヤ
な
ど
オ
ア
シ
ス
と
砂
漠
と
の
間
に

は
、
胡
楊
、
亦
楊
、
ラ
ク
ダ
草
な
ど
が

点
々
と
分
布
し
、
遠
く
に
羊
、
ラ
ク
ダ
な

ど
が
放
牧
さ
れ
て
い
た
。

海
抜
約

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
砂
漠
の

中
を
、
時
速
九
〇
キ
ロ
前
後
の
ス
ピ
ー
ド

で
走
っ
た
。
気
温
は
三
〇
度
を
超
し
て
い

た
が
、
湿
度
が
少
な
い
せ
い
か
体
感
温
度

は
快
適
で
あ
っ
た
。

石
油
が
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
砂
漠
の

ほ
ぼ
中
央
点
、
ニ
ヤ
ボ
ン
の
飲
食
店
で
皿

う
ど
ん
の
昼
食
。
皿
に
う
ど
ん
を
盛
り
つ

け
、
に
ら
、
に
ん
に
く
の
芽
な
ど
の
野
菜

を
、
塩
、
コ
シ
ョ
ウ
、
唐
芥
子
で
味
付
け

し
て
炒
め
た
具
が
た
っ
ぶ
り
と
か
け
て
あ

り
、
見
か
け
よ
り
美
味
し
か
っ
た
。

こ
う
し
て
砂
漠
の
中
央
で
腹
ご
し
ら
え

を
し
、
午
後
も
ひ
た
す
ら
荒
涼
と
し
た
砂

漠
を
北
進
、
西
域
北
路
の
オ
ア
シ
ス

・
ク

チ
ャ
ヘ
十
九
時
、
十

一
時
間
か
け
て
無
事

到
着
し
た
。

今
回
の
砂
漠
縦
断
と
い
う
所
期
の
目
的

を
達
成
し
て
帰
途
に
つ
き
、
コ
ル
ラ
、
ト

ル
フ
ア
ン
な
ど
で
主
に
遺
跡
を
観
光
し
、

上
海
か
ら
五
月
七
日
帰
国
し
た
。

（清
水
芳
彦
）

イラスト・宇都木慎一
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―― ― ●新ハイキング選書 ●―――

藤丼寿夫著

中央線の山を歩く
A5判・286頁・定価 1680円 (税込)

中央線の山を歩いて50年 、中央線の山107座 の

紀行と案内。朝立ち、日帰りの範囲内、あまり

登山者の歩かれていない山に重点を置いてい

る。読物としても楽しい。 最新刊 増刊出来

―― ― ●新 ハイキング選書 ● ―― ―

山旅素描
足 立 真 一 郎 画 伯 著  山岳画家の第一人者

A5変型判 上製本 定価183)5円 (税込)好評三刷発売中

思索は人生を一層豊かに楽しくする。私の山歩

きは、その都度幾枚かのスケッチをする。その

スケッチを中心とした、画文集。

新ハイキング社
東京都北区滝野川 7¨6¨ 13

電話OFAX 03(3915)8110
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図 書 紹 介
小
荒
丼
実

・
著

『湿
原
の
花
と
山
』
改
訂
新
版

吾
妻
、
飯
豊
、
尾
瀬
な
ど
福
島
の
湿
原

の
花
と
山
の
カ
ラ
ー
写
真
集
で
あ
る
。

観
光
道
路
の
開
発
に
よ
っ
て
、
手
軽
に

山
を
眺
め
、
花
を
見
、
満
足
し
て
帰
る
観

光
客
が
増
え
、
山
の
原
始
性
や
神
秘
性
が

失
わ
れ
て
き
て
い
る
と
嘆
く
著
者
が
、
未

だ
手
垢
に
汚
さ
れ
て
い
な
い
オ
ア
シ
ス
を

紹
介
し
た
本
で
あ
る
。
そ
こ
を
訪
れ
た
い

と
い
う
読
者
の
た
め
、
簡
単
な
地
図
と
ガ

イ
ド
も
付
さ
れ
て
い
る
。

イ
ソ
ツ
ツ
ジ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
コ
バ
イ

ケ
イ
ソ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
チ

ン
グ
ル
マ
、
ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
…
…
と
次
々

に
出
て
く
る
花
の
名
や
、
植
生
の
説
明
な イラス ト 蜂谷益雄

ど
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
風
景
ま
で
日

に
浮
か
ん
で
き
て
、
改
め
て
日
本
の
湿
原

の
美
し
さ
、
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

自
然
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
が
自
然
保

護
の
基
本
と
の
考
え
か
ら
入
れ
ら
れ
た

「枯
れ
木
の
山
」
「雪
国
の
花
」
、
自
然
と

人
間
の
共
生
の
姿
を
描
く

「火
ば
さ
み
」

「草
木
塔
」
、
武
田
久
吉
博
士
の
感
動
や
尽

力
が
、
当
時
の
ス
ナ
ッ
プ
写
昔
バと
と
も
に

述
べ
ら
れ
て
い
る

「雄
国
湿
原
の
発
見
」

な
ど
、
二
十
数
編
の
囲
み
記
事
も
興
味
深

こ
の
写
真
集
が
、
わ
が
国
の
自
然
の
美

し
さ
を
再
認
識
し
、
自
然
と
の
共
生
を
願

う
よ
す
が
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（中
村
純
二
）

一
九
九
八
年
十
月
　
歴
史
春
秋
出
版
発

行
　
一
四
三
ペ
ー
ジ
　
一
一千
三
百
円

傘
木
徳
十

ｏ
著

『山
歩
き
五
十
年
』

―
順
き
な
が
ら
―

昭
和
二
十
～
三
十
年
代
に
精
力
的
な
登

山
活
動
を
展
開
し
た
傘
木
さ
ん
が
、
生
い

立
ち
か
ら
現
在
ま
で
の
山
を
中
心
と
し
た

自
叙
伝
を
上
梓
さ
れ
た
。

辛
回
の
筆
運
び
で
は
あ
る
が
、
物
資
の

不
足
な
時
代
に
山
に
対
し
て
情
熱
を
燃
や

し
、
初
登
攀
や
積
雪
期
の
白
馬
～
穂
高
ヘ

の
大
縦
走
等
々
を
企
画
、
成
功
さ
せ
た
手

腕
、
計
画
立
案
か
ら
実
行
に
移
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
反
省
点
を
克
服
し
、
よ
り
充
実

し
た
山
行
へ
と
実
践
し
た
記
録
を
終
盤
に

載
せ
て
い
る
。

山
歩
き
は

「
ハ
イ
キ
ン
グ
に
始
ま
っ
て

ハ
イ
キ
ン
グ
に
終
わ
る
」
も
の
と
思
っ
て

い
る
、
と
書
か
れ
て
い
て
、
山
登
り
を
長

年
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
里
山
な
ど
低

山
に
も
よ
く
登
っ
て
い
た
の
が
秘
訣
の
よ

う
だ
。

要
所
に
モ
ノ
ク
ロ
を
中
心
と
し
た
多
く

の
写
真
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
七
八
ペ
ー
ジ
に

「日
本
登
山
記

録
大
成
１３

ｏ
白
馬

・
後
立
山
Ⅲ
」
の

「鹿

島
槍
北
壁

・
浪
速
高
校
山
岳
ス
キ
ー
部
」

の
記
録
に
触
れ
、
著
者
の
天
候
と
違
い
す

ぎ
る
と
の
疑
間
を
書
か
れ
て
い
る
が
、
著

者
と
同
行
し
た
宮
沢
憲
氏
が
東
京
農
業
大

学
山
岳
部
の

「報
告
第
３
号
」
に
松
濤
明

氏
の
追
悼
文
で
、
ま
た
著
者
自
身
が
発
行

責
任
者
と
な
っ
て
刊
行
し
た

「山
想
Ｖ

ｏ

Ⅵ
合
併
号
」
両
方
の
記
述
に
よ
り
、
昭
和

二
十
四
年

一
月
を
二
十
三
年

一
月
と
誤
っ

て
記
載
し
た
も
の
と
、
こ
の
書
評
を
書
く

に
あ
た
り
、
調
査
し
た
ら
判
明
し
た
。

（上
北
和
夫
）

一
九
九
九
年
二
月
　
・東
京
新
聞
出
版
局

発
行
　
一二
一
二
ペ
ー
ジ
　
一
一千
八
百
円

小
浜
浩
三

ｏ
著

『妻
と
二
人
の
山
歩
き

【心
得
篇
】』

本
書
は

「山
」
六
三
七
号
で
紹
介
さ
れ

■
■
□
回

6 5
日 月

７

日

１０

日

１１

日

１２

日

１３

日

１７

日

１８

日

１９

日
”
日

５
￥
ヨ

９
年

に

Ａ
）
■
ヨ

９
年

に

７
・
■
１

９
年

に

２８

日

２９

日

常
務
理
事
会
　
山
の
自
然
学
研
究

会
　
会
報
編
集
委
員
会

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
　
学
生
部

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ

山
の
自
然
学
研
究
会
　
ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会
　
学
生

立
日　　　
　　
　　　
　　
　　　
　　
　　　
　　
　　　
　　
　　
ノヽ

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会
　
図
　
い

書
委
員
会
　
山
げ
ら
の
会

百
年
史
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
集
会
委
員
会

三
水
会
　
山
研
運
営
委
員
会

科
学
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
　
山
の
自
然
学
研
究
会

デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会

自
然
保
護
委
員
会

臨
時
理
事
会

ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会
　
学
生

立
ロ学

生
部
　
山
岳
編
集
委
員
会
　
９７

同
期
会

「新
日
本
山
岳
志
」
編
集
委
員
会

５
月
来
室
者
５６７
名

士
悪

〓
〓
“
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た
本
と
同
じ
題
名
に

【心
得
篇
】
が
つ

い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
本
。
心
得
篇
と
い
う

タ
イ
ト
ル
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
が
い

る
反
面
、
改
定
版
く
ら
い
に
思
わ
れ
る

方
も
い
る
の
で
、
再
び
紹
介
す
る
。

評
者
は
前
著
で
も

「各
コ
ー
ス
を
通
じ

て
、
多
年
に
わ
た
る
経
験
か
ら
得
ら
れ
た

役
に
立
つ
ア
ド
バ
イ
ス
が
随
所
に
述
べ
ら

れ
て
お
り
、　
一
味
違

っ
た
山
の
案
内
書
」

と
紹
介
し
た
が
、
前
著
で
は
紙
数
の
関
係

車
に
ぎ

っ
し
り
荷
物
を
積
み
込
ん
で

山
研
入
り
し
て
か
ら
、
早
く
も
二
ヵ
月

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

半
年
ぶ
り
の
上
高
地
で
私
た
ち
を
待

っ
て
い
た
の
は
、
懐
か
し
い
梓
川
、
穂

高
の
山
並
み
、
山
研
周
辺
の
樹
々
で
し

た
。
そ
し
て
も
う

一
つ
、
昨
年
山
研
を

訪
れ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
が
、
ま
た
今

年
も
同
じ
笑
顔
で
来
て
く
だ
さ
る
、
去

年
は
味
わ
え
な
か

っ
た
再
会
の
喜
び
、

で
し
た
。

再
会
と
い
え
ば
、
「山
研
猿
軍
団
」

と
も
さ
っ
そ
く
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
唐
突
に
山
研
の
周
り
に
や
っ
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
テ
ラ
ス
の
テ
ー
ブ
ル

で
仲
良
く
ノ
ミ
と
り
を
し
た
り
、
椅
子

の
上
に
寝
転
が
っ
た
り
と
、
好
き
放
題

に
く
つ
ろ
い
で
い
ま
す
。
時
々
窓
に
鼻

を
く
つ
つ
け
て
、
山
研
内
を
覗
き
込
む

の
も
相
変
わ
ら
ず
。
こ
ち
ら
が
動
物
園

の
檻
に
入
っ
て
い
る
よ
う
な
気
分
に
な

り
な
が
ら
、
や
つ
ば
り
嬉
し
く
て
、
ス

ケ
ッ
チ
し
た
り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
と
、

は
し
ゃ
い
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
お

互
い
「今
年
も
来
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
」

「山
の
こ
と
は
こ
っ
ち
が
先
輩
な
ん
だ

か
ら
よ
く
わ
き
ま
え
ろ
よ
」
と
挨
拶
を

交
わ
し
た
よ
う
な
気
に
な
り
ま
す
。

山
研
管
理
人
三
年
目
の
私
た
ち
に
、

今
年
は
ど
ん
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
待

っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
楽
し
い
こ
と
、
嬉

し
い
こ
と
、
上
高
地
の
そ
れ
ぞ
れ
の
季

節
の
よ
さ
を
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
に
お

す
そ
分
け
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
辛
い
こ
と
、
腹
立
た
し
い
こ
と

の
お
す
そ
分
け
だ
け
は
し
な
い
で
済
む

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

七
月
の
上
高
地
は
、
マ
ガ
モ
、
オ
シ

ド
リ
の
雛
た
ち
、
色
と
り
ど
り
の
花
を

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
高
地

の
よ
さ
を
体
験
し
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
。

0日園聞週 0
今年も上高地で
お持ちしています

木村太郎・弥生

で
十
分
に
意
を
つ
く
せ
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

本
書
は
そ
れ
ら
の
内
容
に
最
新
の
情
報

も
加
え
て
三
十
二
章
に
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
読
物
風
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
章
か
ら
で
も
、
気

楽
に
読
め
る
の
も
あ
り
が
た
い
。

本
会
会
員
の
中
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間

山
か
ら
離
れ
て
い
て
、
中
高
年
に
な
っ
て

か
ら
登
山
を
再
開
さ
れ
た
人
も
日
に
つ
く

が
、
若
い
こ
ろ
の
経
験
と
勘
に
頼
る
の
は

危
一険
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
に
役
立
つ

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ベ
テ
ラ
ン
で
も

思
わ
ず
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
る
内
容
が
多
い
。

前
著
と
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
田
雄

一
）

一
九
九
九
年
三
月
　
光
入
社
発
行

三
二
六
ペ
ー
ジ
　
千
七
百
円
十
税

コ
ー
ボ
ル
ト
会

ｏ
編

『
コ
ー
ボ
ル
ト
　
ー
七
十
年
―
』

旧
制
山
形
高
校
山
岳
部
は
、
昭
和
三
年

ま
だ
静
か
だ
っ
た
蔵
王
山
中
に
部
の
ヒ
ュ

ッ
テ
を
建
て
た
。
そ
し
て
こ
れ
を

「
コ
ー

ボ
ル
ト

・
ヒ
ュ
ッ
テ
」
と
名
づ
け
た
。

年
表
に
よ
る
と
山
岳
部
の
創
設
は
大
正

九
年
の
開
校
と
同
時
だ
か
ら
、
そ
の
歴
史

は
さ
ら
に
古
い
。

た
だ
部
報
の
発
行
は
遅
く
、
公
式
に
は

昭
和
十
年
に
初
め
て
第

一
号
が
発
行
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
第
四
号

（昭
和
十
三
年
）

か
ら
部
誌
名
も

「バ
Ｏ
ω
Ｏ
ｒ
∪
」
と
改
称

さ
れ
た
。

今
度
の
七
十
年
誌
は
、
ヒ
ュ
ッ
テ
と
山

岳
部
七
十
年
の
歩
み
を
、
旧
制
山
形
高

校

・
山
形
大
学
山
岳
部
の
同
空
太
バ組
織
で

あ
る
コ
ー
ボ
ル
ト
会
が
発
行
し
た
も
の
。

同
会
は
さ
き
に
五
十
年
誌

（昭
和
五
十
三

年
）
、
六
十
年
誌

（昭
和
六
十
三
年
）
と

ほ
ぼ
十
年
お
き
に
記
念
誌
を
発
行
し
て
お

り
、
七
十
年
誌
も
装
丁
を
含
め
て
前
二
誌

に
準
じ
た
編
集
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
は
Ｏ
Ｂ
た
ち
の
回
顧
、
随
想
的
な

も
の
を
中
心
に
、　
一
部
研
究
、
資
料
的
な

も
の
を
加
え
、
ヒ
ュ
ッ
テ
と
と
も
に
歩
ん

だ
七
十
年
が
綴
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
ヒ
ュ
ッ
テ
を
通
し
て
交
わ
っ

た
人
々
や
山
が
、
部
員
た
ち
の
精
神
形
成

を
い
か
に
豊
か
な
も
の
に
し
た
か
と
い
う

流
れ
を
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。ま

た

「蔵
王
変
遷
史
」
、
「蔵
王
山
の
ア

イ
ス
モ
ン
ス
タ
ー

（樹
氷
）」
な
ど
、
ヒ

ュ
ッ
テ
と
地
縁
的
な
資
料
は

一
読
に
値
し

上
でつ
。

最
後
に
付
言
す
れ
ば
、
豊
か
な
雪
と
山

に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
よ
い
伝
統
を
築
い

て
き
た
山
岳
部
だ
け
に
、
そ
の
伝
統
を
継

承
す
べ
き
現
在
の
山
形
大
山
岳
部
の
活
動
、

動
向
に
、
よ
リ
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
編
集

を
望
み
た
い
。
　

　

　

　

（松
家
　
晋
）

一
九
九
八
年
十
月

コ
ー
ボ
ル
ト
会
発
行

四

〓
ニ
ペ
ー
ジ
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104pノ 19cm
154pp/19cm

253ppρ∝m
468ppρ lcm

350pp/37cm

330pp/37cm

199pp/38cm

187pp/38cm

236pp/33cm

151pp/32cm

143ppρ

“

m
241ppρ∝m
61ppρ7cm
102pp26cm
56pp27cm
196ppρ

“

m
468pp23cm
346pp25cm
166pp22cm
32ppρ2cm
337pp23cm
96ppβ2cm
479ppρ7cm
22■p28cm
478pp26cm
392pp24cm

“

9ppρ ttm
97pp/30cm

79ppρ9cm
β∝‐m
464pp24cm
391ppρ3cm
171ppρ lcm
279ppρ7cm
380pp24cm
315pp23cm

関西登高会

東京都山岳連盟

TBSプ リタニカ

新潮社

歴史春秋出版

大月書店

岩波書店

日本山岳会
M.C.of South AfHca

Explo

出版科学総合研究所

出版科学総合研究所

出版科学総合研究所

出版科学総合研究所

出版科学総合研究所

出版科学総合研究所

東京創元新社

岩波書店

大月書店

銀河書房

東京新聞出版局

大修館書店

東京大学山の会

出版科学総合研究所

毎日新聞社

朋文堂

白水社

白水社

北大山の会

芸心社

リプロポー ト

民友社

日本放送出版協会

人文書院

白水社

学習研究社

学習研究社

学習研究社

学習研究社

美乃美

講談社
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1999

1999

1999

1998

1999

1999

1999

1998

1999

1980

1980

1980

1980

1980

1980

1976

1973

1992

1983

1980

1970

1981

1982

1964

1958

1969

1986

1979

1983

1991

1912

1982

1978

1975

1978

1977

1975

1975

1981

1981

日本ヒンス―゙タシュ・カラコルム会議 1980

日本ヒンス
・―タシュ・カラコルム会議 1980

京都大学学士山岳会 1975

京都大学山岳部  1983
木星社書院   1933
東京新聞出版局 1981
南極探検後援會  1913
Taishukanshoten   1975

Saroj Gumng   1989
Club Gallery    1957

Taishukanshoten   1978

Gleorgc Philip     1987

Kyoto Univ。     1957
McMorrin Nelson  1969

Williarn Hcinemarm 1914

John MurTay      1912

John MuITay      1912

CObb         1983
Sequoia Communication 1986

Su】Ⅳey of lndia   1931

Victor Gollalcz  1932

John Mu:¬ ray      1952

Penguin lBooks    1956

Polar Resea℃ h Centr 1971

Venag Scherl    1931

1])avid I〕 ouglas    1902
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関西登高会50年史 (1947-1997)

東京都山岳連盟50年 の軌跡 (1948-1998)

空と山のあいだ :岩木山遭難・大館鳳鳴高生の五日間

上高地ものがたり (と んぼの本)

うつくしいふくしま :湿原の花と山 [改訂新版]

中高年登山 トラブル防止小事典

大地にみえる奇妙な模様 (自 然史の窓 No.6)

山を美 しく保つために :フ ィール ドマナーノー ト

Joumal ofthe Mountain Club of South Amca(1997 Nr.100)

Kalgchettunga Himal&Kumbhakama Himal

山 [復刻版・合本]第 1巻 (昭和9年 1月 -6月 号)

山 [復刻版・合本]第2巻 (昭和9年 7月 -12月 号)

山 [復刻版・合本]第3巻 (昭和10年 1月 -6月 号)

山 [復刻版・合本]第4巻 (昭和10年7月 -12月 号)

山 [復刻版 0合本]第5巻 (昭和11年 1月 -6月 号)

山 [復刻版・合本]第6巻 (復刊にあたつて/総目次 )

日本の山と人 [改訂版]:現代登山全集 第1巻

山の思想史 (岩波新書 No.8ω )

日本女性登山史

孤高の道じるべ :穂高を初縦走した男と日本アルプス測量登山

岩と人 :日 本岩壁登攀史

日本山嶽志 [復刻版]

山と友 :東大山の会50周 年記念

日本岳連史 :山岳集団50年 の歩み

ヒマラヤ :日本人の記録 (毎 日ノンフィクション0シ リーズ)

登山の小史と用具の変遷

日本登山史

日本登山史 [新稿]

北大山岳部五十周年記念誌1978

世界文化史年表
パタゴニア氷河紀行

新彊探険記
ヒマラヤの彼方から :ネ パールの商業民族タカリー生活誌

自然保護の思想

日本人の冒険と探検

世界山岳地図集成 :カ ラコルム・ヒンズークシュ編

世界山岳地図集成 :ヒ マラヤ編

日本山岳地図集成 (第 1集):北海道→中部山岳 (北部)編
日本山岳地図集成 (第2集 ):中部山岳 (南 部)→九州編

チベット:西蔵

チョモランマ・チベット:日 本山岳会珠穆朗鶏登山隊公式報告

ヒンズークシユ・カラコルム登山研究誌 :田中栄蔵古希記念 No■

ヒンズークシュ・カラコルム登山探検誌 :田中栄蔵古希記念 No.2

ヤルン・カン学術調査報告書 :ヤ ルン 0カ ン遠征隊 1973

剣岳遭難報告・追悼 1980年 12月

山岳大観 :雪・岩 0氷 0河

中国の高峰 :High Mountain Pcaks in China

南極記
MOuntaineering and IExp10ratiOn in the Japanese Alps

Nature&Culture:Random Renections

clata10gue of the Clentenary Exhibition

Tthe Playground ofthe Far East

Philipsi New World Atlas 17th ed.]

Peoples of Nepal Hinlalaya

World Atlas ofiMlountaineering

Through Sibe五 a:The Land ofthe Future

■le SOuth POle(V01.1)

■le South Pole(Vol.2)

The Alpine Wo■d of Mount Cook N.ational Park

Denali National Park:An lsland in Tinle

Survey oflndia Maps(こ〕atalogue

The Kangchettunga Adventure[lst cheap ed。 ]

Francis Younghusband:ExploК r&Mystic

The Plenguin Atlas ofthe World

Report ofthe Japanese Traverse SyOWa‐ SOuth IPOle  1968-1969

Hinlalaya:Unsere Expedition 1930

climbing On tte Himalaya and Other Mountain Ralges
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目

圏

圏

【五
月
理
事
会
】

日
時
　
五
月
十
二
日
閉
　
十
八
時
三
十
分

～
十
九
時
四
十
五
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
斎
藤
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
田
邊
、
吉
永
、
熊
崎
、

絹
川
各
常
務
理
事
、
勝
山
、
村
井
、
鯵
坂
、

飯
田
、
森
、
大
蔵
、
宇
田
川
、
宮
崎
、
坂

本
各
理
事
、
石
橋
、
神
崎
各
監
事
、
平

山
、
穴
田
、
中
川
、
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
増
山
理
事
、
平
野
、
長
尾
、
中

村
常
任
評
議
員

○
議
事
に
先
立
ち
斎
藤
会
長
よ
り
在
任
の

二
年
間
に
つ
い
て
感
謝
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

【審
議
事
項
】

一
、
平
成
十

一
年
度
通
常
総
会
議
案
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絹
川

総
会
の
議
事
進
行
、
当
日
欠
席
の
理

事

ｏ
評
議
員
の
確
認
、
議
事
録
署
名
人
の

候
補
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
　
　
　
承
認

二
、
資
料
貸
出
し
の
件
　
　
　
　
絹
川

東
京
都
写
真
美
術
館
の
企
画
展

「山
を

愛
す
る
写
真
家
た
ち
」
に
、
本
会
所
蔵
の

冠
氏
他
の
写
真
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
既

に
同
企
画
を
承
認
し
て
い
る
の
で
資
料
担

当
理
事
に
諮
っ
て
承
認
し
た
い
。
　

承
認

三
、
名
義
後
援
の
件
　
　
　
　
　
絹
川

ア
ル
パ
イ
ン
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
よ

り
例
年
の
夏
山
前
の
写
真
展
に
加
え
て
、

本
年
は
ギ
リ
シ
ャ

ｏ
ア
テ
ネ
で
の
写
真
展

に
後
援
の
要
請
が
あ
っ
た
。
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会

・
熊
崎

第
二
回
実
行
委
員
会
開
催
の
報
告
。

総
務
委
員
会

ｏ
絹
川

各
支
部
総
会
の
報
告
が
届
い
て
い
る
。

ま
た
、
山
梨
支
部
よ
り
木
暮
祭
へ
の
役
員

派
遣
要
請
お
よ
び
都
岳
連
評
議
員
会
に
は

小
倉
副
会
長
が
出
席
す
る
。

医
療
委
員
会

・
大
森
副
会
長

登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
五
月
二
十

～
二
十
三
日
、
富
山
で
開
催
予
｛鳩

山
研
委
員
会

・
坂
本

ミ
ニ
水
力
発
電
は
五
月
初
旬
よ
り
学
生

部
の
協
力
を
得
て
実
作
業
に
入
り
、
パ
イ

プ
エ
事
は
終
了
し
た
。

自
然
保
護
委
員
会

・
大
蔵

新
フ
ィ
ー
ル
ド

ｏ
ノ
ー
ト
の
配
布
他
。

財
務
委
員
会

ｏ
吉
永

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
保
険
金
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
赤
坂
、
椎
名
両
家
に

弔
慰
金
と
し
て
お
渡
し
す
る
。

資
料
委
員
会

・
鯵
坂

六
、
七
月
の
理
事
会
は
ガ
ッ
シ
ャ
ー
ブ

ル
ム
登
山
の
た
め
欠
席
、
溝
口
委
員
が
代

行
す
る
。

総
務
委
員
会

・
絹
川

事
務
局
の
土
曜
休
日
は
昨
秋
よ
り
試
行

中
だ
が
、
評
議
員
会
に
諮
っ
た
結
果
、
当

分
の
間
現
行
の
ま
ま
試
行
を
続
け
る
。

青
年
部

ｏ
宇
田
川

〈
百
貝
，有
士
心
に
よ
る

「日
木
，リ
ャ
ン
カ
ン

カ
ン
リ
登
山
隊
」
は
五
月
九
、
十
日
、
初

登
頂
に
成
功
し
た
。

【五
月
臨
時
理
事
会
】

日
時
　
五
月
二
十
六
日
ω
　
十
九
時
～
二

十
時
五
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
大
塚
会
長
、
小
倉
、
大
森
各

副
会
長
、
宮
崎
、
村
井

（葵
）
、
坂
本
、

勝
山
、
増
山
、
森
、
鯵
坂
、
河
西
、
村
井

（龍
）、
古巳
渥
、
宮
下
、
西
村
、
高
原
、
坂

井
、
山
本
、
松
原
各
理
事
、
神
崎
監
事
、

平
山
、
中
川
、
平
野
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
竹
内
副
会
長
、
中
村
監
事
、
田

邊
、
士
甲
水
各
常
任
評
議
員

○
議
事
に
先
立
ち
大
塚
会
長
が
抱
負
を
述

べ
た
。
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

当
会
は
山
の
好
き
な
者
が
集
ま

っ
た
会

で
、
理
事
は
ク
ラ
ブ
サ
ー
バ
ン
ト
と
考
え

る
。
ア
グ
レ
ツ
シ
ブ
、
チ
ヤ
レ
ン
ジ
精
神
、

そ
し
て
楽
し
さ
を
基
本
と
し
た
い
。

運
営
で
は
、
常
務
理
事
会
で
ル
ー
チ
ン

ワ
ー
ク
を
、
理
事
入
バ
を
中
心
と
し
て
事
を

決
め
て
い
き
た
い
。
審
議
は
じ

っ
く
り
、

報
告
は
短
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
。
副
会
長
は

特
に
担
当
を
決
め
な
い
で
、
会
長
の
サ
ポ

ー
ト
を
。
会
長
職
務
代
行
順
序
は
、
小
倉
、

大
森
、
竹
内
副
会
長
と
す
る
。

会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
要
で
、
中

で
も

一
番
は
会
報
で
あ
る
。
内
容
は
す
べ

て
理
事
会
が
責
任
を
持
つ
こ
と
を
再
認
識

し
、
き
め
細
か
な
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し

た
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
た
い
。

二
〇
〇
五
年
の
百
周
年
を
見
据
え
て
活

動
し
、
次
期

ヘ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
。

斎
藤
前
会
長
よ
り
若
手
登
山
者
育
成
、
自

然
保
護
、
中
高
年
対
策
の
三
つ
の
テ
ー
マ

を
引
き
継
い
だ
。
現
在
の
当
会
の
歩
み
そ

の
も
の
で
、
具
体
的
推
進
は
各
委
員
会
に

お
願
い
し
た
い
。

【審
議
事
項
】

一
、
常
務
理
事
と
担
当
委
員
会
委
嘱
の
件

大
塚
会
長

村
井
、
宮
崎
、
西
村
、
森
各
理
事
に
常

務
理
事
を
委
嘱
す
る
。
各
理
事
の
担
当
委

員
会
は
四
ペ
ー
ジ
参
照
。　
　
　
　
承
認
　
＞

二
、
六
月
か
ら
の
理
事
会
開
催
日
は
第
二
　
熊

水
曜
日
、
常
務
理
事
会
は
第
二
火
曜
日
。

三
、
常
任
評
議
員
委
嘱
の
件

大
塚
会
長

五
月
十
五
日
の
評
議
員
会
で
互
選
さ
れ

た
平
山
、
中
川
、
平
野
、
田
邊
、
吉
永
各

評
議
員
に
常
任
評
議
員
を
委
嘱
。
　

承
認

四
、
エ
ベ
レ
ス
ト
国
際
隊
へ
の
参
加
要
請

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
増
山

四
月
末
、
日
山
協
よ
リ
エ
ベ
レ
ス
ト
国

際
隊

へ
の
参
加
依
頼
が
あ

っ
た
。
（ダ
イ

レ
ク
ト
ル
ー
ト
で
、
フ
ラ
ン
ス
を
主
と
す

る
国
際
隊
。
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
が
母
体
）
宮
崎
、

坂
井
、
山
本
、
増
山
各
理
事
に
よ
り
審
議

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
継
続
審
議

【報
告
事
項
】

図
書
管
理
委
員
会
の
件

ｏ
小
倉
副
会
長

口ロロ
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図
書
管
理
委
員
会
の
組
織
替
え
に
つ
い

て
、
図
書
は
会
の
財
産
と
の
考
え
か
ら
、

財
務
委
員
会
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
図
書

購
入
は
、
各
委
員
会
か
ら
希
望
を
聞
き
、

年
三
回
程
度
開
催
し
て
決
め
る
。

財
務
委
員
会

・
村
井

（龍
）

総
会
で
承
認
さ
れ
た
予
算
の
枠
内
で
運

用
を
図
り
た
い
。
仮
払
い
は
遅
く
と
も
二
、

三
日
前
に
手
続
き
を
。
現
金
を
渡
す
人
は

担
当
理
事
と
す
る
。
不
在
の
場
合
は
、
事

前
に
定
め
ら
れ
た
代
理
者
に
限
る
。

学
生
部

・
宮
崎

日
中
合
同
登
山
は
双
方
十
名
ず
つ
で
四

川
省
の
山
を
計
画
中
。
六
月
十

一
、
十
二

日
、
北
京
で
打
ち
合
わ
せ
を
予
｛一畿
）

山
研
委
員
会

・
坂
本

五
月
十
七
日
よ
り

一
ヵ
月
、
山
研
に
つ

い
て
信
職唇
母
日
新
聞
に
連
載
中
。

自
然
保
護
委
員
会

・
河
西

自
然
保
韮
医
王
国
集
会
は
九
月
十
八
、
十

九
日
、
栗
駒
山
山
麓
で
開
催
予
ハ弓

デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会

・
鯵
坂

当
研
究
会
は
、
資
料
委
員
会
担
当
理
事

が
予
算
対
応
も
含
め
て
対
応
。

総
務
委
員
会

・
西
村

各
理
事
は
担
当
す
る
委
員
会
委
員
の
名

簿
を
六
月
三
十
日
ま
で
に
提
出
願
い
た
い
。

■
会
員
異
動

物
故

安
間

一
勇

（
一
〇
七
六
〇
）
９８
ｏ
３

星
野
信
男

（
一
〇
六
五
五
）
９８
ｏ
３

ｏ
５

平
野
義
明

（三
二
四
九
）
”
・
５
ｏ
ｎ

粟
野
光
夫

（
一
一
六
四
七
）
９９
ｏ
５

退
会

桜
井
明

（八
六
五
六
）

冨
士
田
錬
子

（
一
一
九
九

一
）

宮
田
隆

（
一
二
四

一
七
）

宮
田
若
奈

（
一
二
四
一
八
）

松
田
清
彦

（
一
二
〇
三
七
）

西
村
久
平

（六
七
八
三
）

百
田
治
人

（八
七

一
八
）

宮
地
由
文

（九
〇
一
七
）

近
藤
員
幹

（九
二
三
八
）

伊
吹
泰
次
郎

（
一
〇
六
二
〇
）

大
下
研

一
（
一
一
八
九
六
）

柴
田
廉

（
一
一
六
九
八
）

原
田
勉

（
一
一
八
七
三
）

田
中
茂

（九
五
七
八
）

木
二全
尿
之

（
一
〇
四
六
五
）

山
口
有
造

（
一
〇
二
五
三
）

松
尾
寿

（五
四
二
五
）

斎
藤
宏

（
一
〇
一
〇
〇
）

和
田
晴
光

（四
七
〇
七
）

改
姓

日
高
次
子

（
一
二
〇
二
八
）
↓
松
浦
次
子

終
身
会
員

藤
野
欣
也

（四
五
七
四
）

土
屋
満

（四
六
六
七
）

仲
徳
二

（四
八
五
三
）

伊
藤
義
雄

（四
八
七

一
）

町
田
悌

（四
八
八

一
）

山
口
俊
輔

（四
九
七
六
）

◆

一
九
九
九
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

自
然
保
護
委
員
会

宮
城
支
部
の
協
力
を
得
て
、
栗
駒
高
原

で
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
八
日
ω
～
十
九
日
０

会
場
　
栗
駒
町

・
い
こ
い
の
村
栗
駒

十
八
日
①
栗
駒
山
の
自
然
と
そ
の
保
全
に

つ
い
て

②
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て

十
九
日
①
栗
駒
山
登
山

②
世
界
谷
地
原
生
花
園
で
自
然
観
察
会

費
用
　
一
万

一
千
円

（予
定
）

申
込
　
八
月
十
八
日
ま
で
に
大
山
恭
司
宛

ハ
ガ
キ
で
〒
三
三
〇
―
〇
〇
〇
五

大
宮
市
小
深
作
三
二
〇
―
八

＊
申
込
者
に
は
詳
細
を
連
絡
し
ま
す
。

◆
会
員
名
簿
の
改
定
に
つ
い
て
の
お
願
い

総
務
委
員
会

会
員
名
簿
は
二
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
ま

す
。
今
年
十
二
月
に
平
成
十

一
年
度
版
の

発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

住
所
や
電
話
番
号
な
ど
の
変
更
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
八
月
末
日
ま
で
に
事
務
局
ヘ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

INFORMAT10N

イラス ト・村上直温

■
訂
正

五
月
号

（六
四
八
）

一
八
ペ
ー
ジ
の

Ｓ
・
ヽ
＝
Ю
日
Ю
応
隔
肥
」
は
８
∽Ｚ
の
誤

Ｚ
Ｉ
「
　
　
　
　
，≧
～
―

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◆
編
集
後
配
◆

会
報
も
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
。
時
は

虚
し
く
過
ぎ
去
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
志
あ

る
ケ
ル
ン
を
積
み
重
ね
る
た
め
に
あ
る
と

信
じ
ま
す
。
会
員
各
位
の
ア
グ
レ
ツ
シ
ブ

な
ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

心
を
新
た
に
会
報
の
充
実
に
邁
進
す
る

所
存
で
す
の
で
、
旧
に
倍
す
る
熱
烈
な
ご

支
援
を
希
望
し
ま
す
。
　

　

　

（村
井
）

●
原
稿
送
付
の
お
願
い
　
　
　
　
　
　
　
＞

宛
先

村
井
葵

（〒
一
九
四
―
〇
〇
三
二
　
鬱

町
田
市
森
野
三
―
二
―

一
）

剛
・〇
四
二
―
七
三
二
―
五
五
二
八

パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
製
作
さ
れ
る
場
合
は

国
―
メ
ー
ル
で
奈
良
原
町
子
宛

”
”
『”
ｒ
”
『”
６
）【つ
く
Ｏ
ｏσ
”∞
一〇
σ
①
・”
①
」り

Ⅲ
・〇
三
―
三
三
三
四
―
八

一
一
三
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